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【 議 事 次 第】 

 

Ⅰ．開会 

 

Ⅱ．議題 

１． サービス産業の生産性向上協議会について 

２． 荷主及びトラック事業者の取り組み紹介 

３． 地方協議会の開催状況について 

４． トラック輸送における長時間労働の実態調査について 

５． その他 

 

Ⅲ．閉会 

 

【 配 布 資 料 】 
 

議事次第、委員名簿、配席図   

  資料１ サービス業の生産性向上協議会について         【国土交通省】 

  資料２ 荷主・運送事業者のパートナーシップの構築に向けて(例)【（株）カスミ】 

  資料３ 荷主・トラック事業者の好事例へのご意見        【国土交通省】 

資料４ 地方協議会開の開催について              【国土交通省】 

  資料５ トラック輸送における長時間労働の実態調査 概要 

 【厚生労働省・国土交通省】 

  資料６ 企業の競争力強化と豊かな生活を支える物流のあり方 

【日本経済団体連合会】 

  資料７ 人材不足への対応に関する調査結果 概要      【日本商工会議所】 

資料８ トラック運転者労働条件改善事業等について 等     【厚生労働省】 



 

トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会委員名簿 

トラック運送業の生産性向上協議会委員名簿 

                             （順不同・敬称略） 

   野尻 俊明  流通経済大学学長（座長） 

   齊藤  実  神奈川大学経済学部教授 

   松島  茂  東京理科大学大学院イノベーション研究科教授 

   上田 正尚  （一社）日本経済団体連合会 産業政策本部長 

輪島  忍  （一社）日本経済団体連合会 労働法制本部長 

   栗原  博  日本商工会議所 流通・地域振興部長 

小林 治彦  日本商工会議所 産業政策第二部長 

小林  信  全国中小企業団体中央会 労働・人材政策本部長 

   橋爪 茂久  （公社）日本ロジスティクスシステム協会 専務理事 

   黒川  毅  日本機械輸出組合 国際貿易円滑化委員会委員長 

      成瀬 茂広  トヨタ自動車（株）物流管理部長 

   鈴木 賢司  三菱商事（株）ロジスティクス総括部長 

坂本 克己  （公社）全日本トラック協会 副会長（総務委員長） 

   大髙 一夫  （公社）全日本トラック協会 副会長（物流政策委員長） 

三浦 文雄  （公社）全日本トラック協会 副会長（労働安全・衛生委員長）  

   山本 慎二  日本通運（株）業務部長 

   平川 則男  日本労働組合総連合会 総合政策局長 

村上 陽子  日本労働組合総連合会 総合労働局長 

難波 淳介  全日本運輸産業労働組合連合会 中央執行委員長 

   山口 浩一  全国交通運輸労働組合総連合 中央執行委員長 

   新原 浩朗  内閣府大臣官房審議官（経済財政運営担当） 

   山越 敬一  厚生労働省労働基準局長 

野村 栄悟  経済産業省商務流通保安グループ物流企画室長 

安藤 保彦  中小企業庁事業環境部取引課長 

藤井 直樹  国土交通省自動車局長  

   坂巻 健太  国土交通省総合政策局官房参事官（物流産業） 

 

※新原浩朗内閣府大臣官房審議官はトラック運送業の生産性向上協議会の委員のみ                



第２回～各分野で開催

製造業等の生産性向上に高い見識を有する経

営者等を招いて意見交換。

製造業の工場見学・製造業生産管理部等の実

務者からのノウハウの解説。

各分野のモデル的な事業者に対して、製造業等

のノウハウに基づくコンサルティングを実施。

業界内で、ベストプラクティスの創出・マニュアル

作成などを行い、横展開。

経団連のサポート

第１回サービス業の生産性向上協議会

４月２日の政労使会議決定を受け、「小売業、飲食業、宿泊業、介
護、道路貨物運送業において、経団連と意欲ある事業者等が協
力し、生産性向上を図る」枠組みとして、官民合同で立ち上げ。

６月１８日に、総理出席の下、第１回の協議会を首相官邸で５分
野共同で開催し、３００名弱が出席。

総理から、「労働力不足克服のためサービス生産性革命を起こす
とき」と期待を示すコメント。

サービス業の生産性向上協議会についてサービス業の生産性向上協議会について

トラック運送業

飲食業

小売業

宿泊業

介護

主な取組み例



www.kasumi.co.jp

Supermarket

ＷＩＮの循環型改善推進による
荷主・運送事業者のパートナーシップ構築とはKASUMI

２０１５．１１．2



■目次■

１．カスミの概要と環境の変化について・・・・・・・・・・・・・・・・P1

２．運送事業者と連携した改善の取組について・・・・・・・・・Ｐ7

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（１） ～店舗との連携によるドライバーの負担削減～

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（２） ～ドライバーと連携した積込時間の削減～

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（３） ～女性にも優しい荷役作業の導入～

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（４） ～共同配送ネットワークの構築による物流効率化～

３．まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ32



１．カスミの概要と環境の変化について

１



◇創業 1961年
◇店舗数 161店舗
◇資本金 144億28百万円(2014年2月末)
◇営業収益 2,502億58百万円(2015年2月期)
◇本社 茨城県つくば市
◇事業内容 食料品、家庭用品、衣料品等の小売

販売を行うスーパーマーケット事業

Supermarket

茨城
８8

栃木
８

埼玉
２9

群馬
６

千葉
２8東京

１

店舗数：１６５店舗

スーパーマーケット

２



Supermarket

CDＣ

IDＣ

SDＣ

CDＣ

中央流通センター

IDＣ

岩瀬流通センター

SDＣ

佐倉流通センター

建築中

ロジスティクスセンター

加工センター 配送・構内業務委託企業

■ＳＢＳロジコム株式会社

■飯塚運輸株式会社

■生熊運送株式会社

■三共貨物自動車株式会社

３



出店拡大

地域・お客様との交流推進

ＩＣＴマーケティング推進

茨城
８8

栃木
８

埼玉
２9

群馬
６

千葉
２8東京

１

ソーシャルシフト
の経営

地域に居住する
方々とカスミとの
関係性が企業価値

Supermarket

お客様
店舗従業員
ドライバー

センター作業者

４



ソーシャルシフトの経営

Supermarket

５



ソーシャルシフトの経営

Supermarket

販促与件① 出店加速・商品ニーズ多様化

環境与件② 物流人材不足・高齢化

商流の与件

少子高齢化
・マーケット縮小
・高付加価値シフト
・物流コスト高騰
・産地後継者不足

店舗の与件

少子高齢化
・マーケット縮小
・高付加価値シフト
・首都圏店舗

ローカル店舗の
ミッション二極化

お客様の与件

少子高齢化
・健康志向増加
・地域人口格差拡大
・核家族増加
・独身世帯増加

物流の与件

ドライバー不足・高齢化
20０７年運転免許制度改正、少子高齢化の影響により、
物流業界は危機的人材不足に陥っている。
（以下は政府及びＪＩＬＳ発表データ）

・２０１５年は全国需要に対し、ドライバー供給数が
２０万人不足する見通し。

・現在のドライバー平均年齢＝46.2歳
・トラックDの４０歳以上の割合が加速

（４ｔ＝５０％ １０ｔ＝７０％）
・女性ドライバー率２．４％

６



２．運送事業者と連携した改善の
取組について

７



www.kasumi.co.jp

カスミの改善活動

小濱会長

藤田社長

２００４年 改善スタート

現場の改善事例を発表する場として、
｢現場報告会｣を開催

店舗での現場報告会

優秀乗務員表彰

ロジスティック部物流改善活動

現地･現物・現実の３現主義

８



11

カスミ物流改善の変遷

２００４年 ２００６年 ２００８年 ２０１０年 ２０１２年 ２０１４年

■ＪＩＬＳ全国大会２０１０
（ＫＤＣチーム全国1位）
（岩瀬ＤＣチーム全国2位）

■ＪＩＬＳ全国大会２０１１
（岩瀬ＤＣチーム全国1位）
（ＫＤＣチーム全国2位）

■ＪＩＬＳ全国大会２０１２
（岩瀬ＤＣチーム全国1位）

■ＪＩＬＳ全国大会２０１４
（ＣＤＣチルドチーム全国1位）
（カスミ事務チーム全国2位）

（主な改善テーマ）
■２００４年度

・トヨタの改善指導
■２００５年度（改善元年）

・分科会スタート
・物流スローガン年度テーマ策定
・６つの物流品質策定
・４Ｓ推進

体制作り
ステップ１

（主な改善テーマ）
■２００６年～２００８年度

・店舗サービス推進
・作業効率化、標準化
（大部屋化改善スタート）
・配送乗務員意識改革

サービスの追及
ステップ２

前後工程との連携

（主な改善テーマ）
■２００９年～２０１1年度

・異常の見える化推進
・1円共感宣言～物量増加施策推進
・関連部署との連携施策推進
・大部屋化改善の水平展開

■２０１０年度～２０１４年度
・ＪＩＬＳ全日本物流改善事例大会

エントリー開始

ステップ３

（主な改善テーマ）
■２０１2年～２０１３年度

・現場気付き力施策
（固定概念の打破）

・施策の水平展開
・現場が主役の改善推進

■２０１４年度
・サービスからホスピタリティへ
・誇りあるチーム作り

価値感の共有
ステップ４

推進体制作りと
物流品質への
チャレンジ

全体最適への
チャレンジ

９



改善活動

ソーシャルシフトの中での改善活動の役割

現場の労働
強化回避

省人化
（原価低減）

作業効率化

活動ＭＨ
の創出

問題発見

×

効果検証 施策実行

改善ＰＤＣＡサイクル

全体最適＝ＷＩＮの循環

ソーシャルシフトを
実現する為のエネルギー

10



ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（１）

～店舗との連携によるドライバーの負担軽減～

11



ドライバーの声
『店舗での回収容器の積み方が乱雑で整理作業に時間が掛かる』

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（１） ～店舗との連携によるドライバーの負担軽減～

改善前

店舗

回収容器は、トラックから降ろされ配送乗務員によって仕分される。

休憩時間が取れない

センター

12



15

①臨店による説明

②店長会での説明

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（１） ～店舗との連携によるドライバーの負担軽減～

運送事業者

カスミ

13



店舗での容器整理が改善し、配送作業と手待ち時間が削減された。

改善後

３０分～４５分
の作業時間短縮
３０分～４５分
の作業時間短縮
３０分～４５分
の作業時間短縮

運送事業者とカスミの
ＷＩＮ・ＷＩＮの仕組

４ｔ車のセンター
容器整理作業が
約５０％削減

改善効果

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（１） ～店舗との連携によるドライバーの負担軽減～

14



店舗の声 『商品台車を売場の通路別に引き込んでほしい』

削減時間
改善効果

店舗作業 物流作業

店舗品出し準備
作業時間

増加時間

ドライバー
作業時間

①配送遅延の影響度を現地調査 ②引き込み作業の標準化

全体最適の考え方

ＷＩＮの循環

物流改善により、店舗の悩みを解決・・・

配送ドライバー
の負担増加

15



店舗での容器整理が改善し、配送作業と手待ち時間が削減された。

ＷＩＮの循環

お店が配送ドライバーのために動いてくれた

ＷＩＮの循環の
考え方

ＷＩＮの循環の
考え方

ＷＩＮの循環の
考え方

16



ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（２）

～ドライバーと連携した積込時間の削減～

17



20

月間ランキング

人力仕分

４ｔ車の１台の積み込み
作業時間平均６４分の内、

荷繰り作業が
平均２３分ある事が判明。ドライバー荷繰り

改善前 センターでの商品の積み方が乱雑で積み直しに時間が掛かる

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（２） ～ドライバーと連携した積込時間の削減～

18



21

人力仕分

積み込み前に異常を
発見したら、構内に伝え
て直してもらう。

積み込み前に異常を
発見したら、構内に伝え
て直してもらう。

積み込み前に異常を
発見したら、構内に伝え
て直してもらう。

ドライバー・構内作業員との
ＷＩＮ・ＷＩＮの仕組

４ｔ車のセンター
積み込み時間が
約３６％削減

改善後 １）配送が異常を発見したら、構内が全て積み直し
２）ドライバーが構内作業者へ積み方を教えるＯＪＴを実施

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（２） ～ドライバーと連携した積込時間の削減～

商品が揺れない積み方

19



ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（３）

～女性にも優しい荷役作業の導入～

20



重い商品の上積み
「仕分けに時間がかかるし、重労働。どうにかしてほしい・・・」

お店と現地現物で
意見交換しながら、

商品積み方マニュアルを
変更

店舗の作業に沿った積み方マニュアルを作成。

お店の環境変化に物流が対応・・・

店舗からの声 『女性に優しい青果・グロサリー台車の積み方にならないか』

重い商品
を定義

積み方を
決めて

みんなで
共有

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（３） ～女性にも優しい荷役作業の導入～

21



重い商品の上積み
「仕分けに時間がかかるし、重労働。どうにかしてほしい・・・」

店舗の作業に沿った積み方マニュアルを作成。

お店の環境変化に物流が対応・・・

店舗からの声 『女性に優しい青果・グロサリー台車の積み方にならないか』

重い商品
を定義

積み方を
決めて

みんなで
共有

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（３） ～女性にも優しい荷役作業の導入～

センターも高齢者が増加している・・・

物流センターの作業者や
ドライバーにとっても優しい・・・

22



ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（４）

～共同配送ネットワークの構築による物流効率化～

23



入荷

ベンダー センター 店舗

kasumi kasumi

調 達 店 配

調達物流を利用した納品代行を実施

１４：００ １９：００ ０：００ ５：００ １０：００

３０車両

１５車両

出荷

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（５） ～共同配送ネットワークの構築による物流効率化～

■ 経由センター型サプライチェーンマネジメント
（ＴＣ型ＳＣＭ）

24



IDC

CDC

【北関東広域モジュール】
ＣＤＣ＝７０店舗（マザーＴＣ）
ＩＤＣ＝５０店舗（サテライトＴＣ）
ＫＤＣ＝１２０店舗（マザー併設ＤＣ）

【主管地域】
茨城県、栃木県、群馬県

【首都近郊中域モジュール】
ＴＣ・ＰＣ・ＤＣ併設５０店舗対応
総合センター×２拠点
（店舗加重距離短縮コンセプト）

【主管地域】
埼玉県、千葉県、東京

埼玉ＬＣ

第４センター（未定）

佐倉ＤＣ（ＴＣ・ＰＣ・ＤＣ）
２０１６年度（５０店舗対応）

■ ローカルメリットの最大活用

ＳＤＣ

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（５） ～共同配送ネットワークの構築による物流効率化～
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４４

既存センターの延命

２便フェーズ

入荷フロー

１８時 ５時 ６時 ９時 １８時２１時

加工肉
メーカー

加工肉納品時間変更

メーカーメリット

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（５） ～共同配送ネットワークの構築による物流効率化～
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ベンダー
１２社

少量メーカーの現実

配送帳合企業の混載便に
相乗りしている状況・・・

① メーカーより配送
企業の方が立場が強い

② 都合よくローコスト便
が見つからない・・・

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（５） ～共同配送ネットワークの構築による物流効率化～
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調達物流を利用した納品代行を実施

共同配送ネットワークの構築

調達物流ネットワーク

調達ベンダー
１２社

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（５） ～共同配送ネットワークの構築による物流効率化～
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31

調達物流を利用した納品代行を実施

空スペース少

空スペース多

大口メーカー○
小口メーカー×

２便入荷 ２便出荷

入荷フロー

１８時 ５時 ６時 ９時 １８時２１時

共同配送ネットワークの構築②

センター前センター運用によるＪＩＴ入荷

加工肉
メーカー様

３便フェーズ

小口メーカー
調達便

小口メーカー
調達便

センター前センター

小口メーカー
転送便 流通加工流通加工

相乗りベンダー
１２社

１２社
集 約

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

Ｄ社

Ｅ社

Ｆ社

Ｇ社

Ｈ社

Ｉ社

Ｊ社

Ｋ社

Ｌ社

Ｍ社

Ｎ社

Ｏ社

Ｐ社

Ｑ社

Ｒ社

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（５） ～共同配送ネットワークの構築による物流効率化～
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流通加工流通加工

１２社
集 約

岩瀬ＤＣ

中央ＤＣ

集約納品

改善項目

①入荷車両の削減

②バース効率化

③台車積載効率化

⑤検品効率化

④納品作業効率化

メリット

◎

量販メーカー

少量メーカー

物流センター

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（５） ～共同配送ネットワークの構築による物流効率化～
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Ｃ社 Ｉ社 Ｐ社 Ｅ社 Ｊ社

５０

１００

１５０

２００

≪改善効果≫

（分）
４５％削減４５％削減４５％削減

５０％削減５０％削減５０％削減

２７％削減２７％削減２７％削減

２４％削減２４％削減２４％削減

１９％削減１９％削減１９％削減

【入荷仕分時間】

３３％削減

必ず決められた時間で帰ってくる車両
配送コストも大幅に削減

ＷＩＮ・ＷＩＮの改善例（５） ～共同配送ネットワークの構築による物流効率化～

31



３．まとめ
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カイゼン事例件数 ２００４年～２０１５年

■ＪＩＬＳ全国大会２０１０
（ＫＤＣチーム 全国1位）
（岩瀬ＤＣチーム 全国2位）

■ＪＩＬＳ全国大会２０１１
（岩瀬ＤＣチーム 全国1位）
（ＫＤＣチーム 全国2位）

■ＪＩＬＳ全国大会２０１２
（岩瀬ＤＣチーム 全国1位）
（ＫＤＣチーム 入賞）

■ＪＩＬＳ全国大会２０１４
（ＣＤＣチルドチーム 全国1位）
（カスミ事務チーム 全国2位）

日本ロジスティクスシステム協会主催
ＪＩＬＳ物流改善事例大会出場事例

■ＪＩＬＳ全国大会２０１５
（カスミチルドチーム 入賞）
（カスミドライチーム 入賞）

◇ カスミ物流改善の１２年間の取組み ◇
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◇ カスミ物流改善が１２年続いた理由 ◇

単に ”改善活動をしよう” “効率を上げよう” だけでは
長続きはできなかったと思う

・気付いたアイデアを定期的に話し合う場を持った
・改善活動を通じて、前後工程に連携を生み出した
・気がつくと自分たちの仕事が楽になり周りからも喜ばれた

活動を通して現場が主役になった

34



◇ “価値観の明確化・共有化”へ ◇

物流品質物流品質

ＣＤＣの
一員としての

働き方

ＣＤＣの
一員としての

働き方

ＣＤＣと接する
全ての方との

関わり方

ＣＤＣと接する
全ての方との

関わり方

根底にある心が人をつなげる
35



事務大部屋
分科会

◇ 価値観にみんなで触れ、みんなで考える ◇

価値観をみんなで考えるということは
みんなで同じ考えをもって仕事に向き合えるということ

現場の直感を大切に、
まずは気づきをミーティングで伝えてみる

ＣＤＣドライ
分科会

ＩＤＣ構内
分科会

挨拶身だしなみ
分科会

積み方分科会配送分科会ＣＤＣチルド
分科会

エコ・リサイクル
分科会

36



◇ 改善活動の効果とは・・・ ◇

信頼関係を通して、
意見の言い合えるチームになった。

言ったら気まずいから、
言い合うことが当たり前に・・・

37



◇ 創出ＭＨ＆モチベーションが燃料！！ ◇

構内構内

作業パートナー

配送配送

配送パートナー

店舗店舗

配給パートナー

商流
地域
商流
地域

供給パートナー

改善
エンジン

いいね！

いいね！

創出ＭＨ

いいね！ いいね！

創出ＭＨ

創出ＭＨ

創出ＭＨ
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◇ 物流改善プロジェクトの発進！！ ◇

構内構内

作業パートナー

配送配送

配送パートナー

店舗店舗

配給パートナー

商流
地域
商流
地域

供給パートナー

販
売
部

店
舗
開
発

シ
ス
テ
ム

ロジスティック
本部

商
品
部

配
送
会
社

ベ
ン
ダ
ー

３
Ｐ
Ｌ

物流改善
プロジェクト
ＷＩＮの循環

39



ＷＩＮの循環の
考え方

ＷＩＮの循環の
考え方

ＷＩＮの循環の
考え方

改善推進の為のＷＩＮの正体

誇り・やりがい

思いやり・感謝

損・得

利権・金

40



改善推進の為のＷＩＮの正体

誇り・やりがい

思いやり・感謝

損・得

利権・金

物 金人人

改善活動とは
人の価値を追求する

ソーシャルアクション！！

41



２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４

２０００

１０００

３０００

４０００

５０００

６０００

（万人）
ソーシャルメディア

利用者推移
６０００万人突破

ＳＮＳによるコミュニケーションの拡大は
情報伝達方法と価値観を大きく変えた・・・

ニセモノが淘汰され
共感をより多く得たホンモノが生き残る時代

Social Shift

ソーシャルシフト

42



情報を
信用する

人を
信用する× ○

ＳＮＳによるコミュニケーションの拡大は
情報伝達方法と価値観を大きく変えた・・・

ニセモノが淘汰され
共感をより多く得たホンモノが生き残る時代

Social Shift

ソーシャルシフト

伝達 共感

身近な人の感想

『いいね』の数

チラシ・CM

マネキン・営業 ≦
43



CDＣ

IDＣCDＣ

中央流通センター

IDＣ

岩瀬流通センター

ロジスティクスセンター

業務委託企業

ＳＢＳロジコム株式会社

飯塚運輸株式会社

生熊運送株式会社

三共貨物自動車株式会社

車両数

166

78

90

82

従業員
数

390

260

100

355

乗務員

150

77

96

84

入社

20

5

40

18

退社

5

3

10

3

女性

1

0

10

5

直近の１年間のドライバー入退社状況

■入社８３名：退社２１名 （定着率約７５％）

■女性ドライバー１６名（全体の約４％）退社０名

■車両数４１６台
■ドライバー合計４０７名

カスミ配送の人材確保状況

店舗数増加による
ドライバー募集に対して、

応募が途切れない状態

生熊運送(株)配送責任者談
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CDＣ

IDＣCDＣ

中央流通センター

IDＣ

岩瀬流通センター

ロジスティクスセンター

業務委託企業

ＳＢＳロジコム株式会社

飯塚運輸株式会社

生熊運送株式会社

三共貨物自動車株式会社

車両数

166

78

90

82

従業員
数

390

260

100

355

乗務員

150

77

96

84

入社

20

5

40

18

退社

5

3

10

3

女性

1

0

10

5

直近の１年間のドライバー入退社状況

■入社８３名：退社２１名 （定着率約７５％）

■女性ドライバー１６名（全体の約４％）退社０名

■車両数４１６台
■ドライバー合計４０７名

カスミ配送の人材確保状況

物流人材不足とソーシャルシフト

ドライバーは募集広告の他に、口コミ・ＳＮＳ
ネット情報で企業の評価をする時代である・・・

カスミの女性ドライバーは、紹介や口コミにより
『自分たちでもこの職場なら働けると入社した・・・』

判ったこと・・・

環境変化のポイント
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www.kasumi.co.jp

共感が連携を生む
それが人の最大のメリット

ありがとうございました！！
presents   by



【機密性２】

・本件の事例は、容易に一般化できない企業の風
土、企業の価値観があることを認識したうえで、他
企業においては本件好事例の中からヒントを獲得
することが肝要であろう。

・自社のおかれている環境（地理的、取扱い品目
等）を客観的に把握、認識し、改善の目的を明確
化したうえで取組を進めることが大切である。その
際、コストについて関係者間で合意が必要であろ
う。

・物流市場、取引環境は刻々を変化していることを
踏まえたうえで、改善の方向性を定め柔軟に対応
する必要がある。

・荷主・物流事業者間では、改善の目的の共通化
を図り、改善内容（プロセス）を見える化することが
重要である。

・あらゆる取引（ビジネス）は、経済原則に則りなが
らも関係者間の良好な人間関係、信頼関係の構
築、維持が重要である。
・本事例事業所では、3PLの安易な利用に警鐘を
鳴らしており、参考にすべきである。

荷主・トラック事業者の好事例へのご意見

取組のいい点 改善を行う場合のアドバイス

【流通経済大学学長 野尻俊明 】

・明確な企業理念、目的をもって改善に取り組ん
でいることが、最も評価される。

・関係する人々の良好な人間関係の構築が前提
となっており、システム化、マニュアル化が進む流
通、物流のセンター管理に一石を投じるものと
なっている。

・自社の展開に応じて、地域や作業の特性を活
かした改善の取組がなされている。

・改善に当たっては、現場主義を徹底し関係事業
者間でのWIN―WINの関係を基本としている。
・社会の少子高齢化を踏まえて、女性や高齢者
の活用を積極的に行い、人材の確保、育成に成
功している。

・組織の縦割りをできるだけ排除する目的で、多
能化が進められている。



【機密性２】

荷主企業であるスーパーの物流管理者が、以前物流
事業者のスタッフとして3PL業務を経験しており、配送を
含めて物流の実態を充分に把握していた。こうした物流
に精通した管理者がいるなかで、現場での労働時間改
善に向けた取組みが実現されている。さらには、配送を
担うトラック運送事業者との間でも緊密な関係が維持さ
れており、課題解決に向けた取り組みが両者の協働のも
とで実現できた。

今回のケースを見ると、荷主企業が物流を積極的に改
善していく基本的な姿勢をしっかりと持っており、それがあ
るからこそ、ドライバーの労働時間短縮の問題を改善する
ことにも積極的に取組むことができたと考えられる。しかし
ながら、実際にはこうした荷主企業はむしろ少なく、物流
の改善に積極的でない荷主企業が多い。
したがって、こうした事例を参考にしてトラック運送業者
側で、より積極的に多様な物流の現場の改善を提案して
いくことが重要だと考えられる。荷主企業と物流の現場で
の問題点について情報を共有して、効率化を実現するこ
とが荷主企業のメリットになることを明らかにし、物流の改
善マインドを引き出しながら、ドライバーの長時間労働の
改善につながる提案を行うことが必要である。

荷主・トラック事業者の好事例へのご意見

改善を行う場合のアドバイス

【神奈川大学経済学部教授 齊藤実 】

荷主企業であるスーパーは、物流が小売業にとっ
て重要な生命線だという考えから、配送センターへ
の設備投資を行い、自社の物流システムの効率化
に積極的に取り組んできた。そして、物流現場では
独自の改善活動を繰り広げており、これによって作
業の効率化を押し進めて、現場労働の軽減してき
た。こうした企業の物流を改善する積極的な取り組
みの姿勢が、今回のドライバーの長時間労働を改
善するのに重要な要素となっている。
さらに、スーパーは、配送センター、配送、店舗な
ど、それぞれの部門でさまざまな課題を抱えている
なかで、事業運営において「部分最適から全体最
適」といったロジスティクスの考えを持っている。こ
れに基づいて、各セクションの部分最適を改めて、
企業の全体最適を実現することが指向されている。
今回のドライバーの労働時間短縮の取り組みで
は、配送センターで回収品を短時間で処理するた
めに、店舗で回収品の仕分けを行うことが大きなポ
イントとなっている。それは店側にとっては新たな負
担となるのであって、これをすべての店舗で負担で
きるように組織的な取組みが行われた。結果として、
全体最適につながる改善を達成することが可能と
なった。

取組のいい点



地方協議会の開催について

開催日

北海道 北海道 7月24日

東北

青森 7月29日
岩手 7月30日
宮城 7月31日
秋田 7月30日
山形 7月27日
福島 7月27日

関東

茨城 7月24日
栃木 7月30日
群馬 7月31日
埼玉 7月22日
千葉 7月27日
東京 7月13日
神奈川 7月27日
山梨 7月28日

北陸
信越

新潟 7月13日
長野 7月30日
富山 7月27日
石川 8月 7日

中部

愛知 7月23日
静岡 8月 7日
岐阜 8月 3日
三重 8月 3日
福井 7月30日

開催日

近畿

大阪 7月23日
京都 8月 4日
兵庫 8月 3日
滋賀 7月27日
奈良 7月28日
和歌山 8月 7日

中国

広島 7月23日
鳥取 7月27日
島根 8月 3日
岡山 8月 6日
山口 7月29日

四国

徳島 7月29日
香川 7月30日
愛媛 8月 6日
高知 7月31日

九州

福岡 8月 4日
佐賀 8月11日
長崎 8月10日
熊本 8月 6日
大分 7月23日
宮崎 8月 6日
鹿児島 8月 5日

沖縄 沖縄 7月31日

※各都道府県の第１回協議会は平成27年8月11日までに開催済み。



【機密性２】 

平成27年8月20現在

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

北海道 北海道 千葉　博正 千葉　博正
（札幌大学経営
学部教授）

仲屋一也
（ホクレン農業
協同組合連合
会管理本部物
流部長）
　
山口　重幸
（北海道漁業協
同組合連合会
営業企画部長）
　
石岡　忠雄
（マックスバリュ
北海道（株）取
締役経営管理
本部長）
　
関口　厚志
（王子製紙(株)
苫小牧工場事
務部長）

工藤　修二
（（株）トッキュウ
代表取締役）
　
渡邊　英俊
（北海道フーズ
輸送（株）代表
取締役）
　
野村　佳史
（（株）丸日日諸
産業代表取締
役）

菊嶋　明廣
（一般社団法人
北海道商工会
議所連合会常
務理事）
　
神　　秀治
（北海道経済連
合会常務理事）
　
福迫　　均
（北海道中小企
業団体中央会
専務理事）

伊藤　昭人
（公益社団法人
北海道トラック
協会会長）

紺野　則仁
（全日本運輸産
業労働組合連
合会北海道地
方連合会執行
委員長）
　
渡辺　直志
（日本労働組合
総連合会北海
道連合会副委
員長）

北海道労働局
長
　
北海道労働局

労働基準部長
　
北海道運輸局
長
　
北海道運輸局
自動車交通部
長
　
北海道経済産
業局産業部長

東北 青森 井上　隆 井上　隆
（青森大学経営
学部教授）

田代　直也
（三菱製紙（株）
八戸工場工場
長）

野村　義矢
（キヤノンプレシ
ジョン（株）体表
取締役）

及川　和彦
（日通青森支店
支店長）

荒谷　彰男
（三八五流通
（株）顧問）

中村　健
（中長運送（株）
代表取締役社
長）

沼田　廣
（（一社）青森県
経営者協会会
長）

太田　修
(全国農業協同
組合連合会青
森県本部県本
部長）

木村　英敬
（（一社）青森県
トラック協会会
長）

山内　裕幸
（全日本運輸産
業労働組合青
森県連合会）

青森労働局長

東北運輸局長

青森運輸支局
長

東北 岩手 元田　良孝 元田　良孝
（岩手県立大学
総合政策学部
教授）

照井　勝也
（全国農業協同
組合連合会岩
手県本部副本
部長）

山本　篤
（トヨタ自動車東
日本（株）岩手
工場
工務部主査）

小澤　和之
（（株）十文字チ
キンカンパニー
常務執行役員）

小野寺　正太
郎
（八ツ星運輸
（株）代表取締
役）

中平　賢正
（十久運送（有）
代表取締役）

佐久間　啓文
（日本通運（株）
盛岡支店支店
長）

猿川　毅
（岩手県商工会
議所連合会事
務局長）

高橋　嘉信
（岩手県トラック
協会会長）

柴谷　正孝
（全日本運輸産
業労働組合岩
手県連合会執
行委員長）

岩手労働局長

東北運輸局長

岩手運輸支局
長

地方協議会委員一覧表



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

東北 宮城 徳永　幸之 徳永　幸之
（宮城大学教授
事業構想学部
長）

清野　寿生
（アイリスオー
ヤマ（株）本部
工場長兼角田
工場長）

高久　亨一
（生活協同組合
連合会コープ東
北サンネット事
業組合物流本
部長補佐）

都築　祐一
（全国農業協同
組合連合会宮
城県本部管理
部長）

川上　正智
（日本製紙(株)
石巻工場工場
長代理兼事務
部長）

千葉　孝男
（古川貨物（株）
代表取締役）

秋田　進
（日本通運（株）
執行役員仙台
支店長）

庄子　清一
（（株）庄子運送
代表取締役）

菅原　秀徳
（（一社）東北経
済連合会地域
政策部長）

相田　雅博
（仙台商工会議
所中小企業支
援部次長）

髙山　健司
（（一社）宮城県
経営者協会事
務局長）

須藤　弘三
（宮城県トラック
協会会長）

佐々木　弘明
（全日本運輸産
業労働組合宮
城連合会執行
委員長）

石井　浩二
（全国交通運輸
労働組合総連
合宮城県支部
委員長）

宮城労働局長

東北運輸局長

宮城運輸支局
長

東北 秋田 森　和彦
（秋田大学教育
文化学部教授）

小野　秀昭
（流通経済大学
物流科学研究
所教授）

杉山　昌史
（全国農業協同
組合連合会秋
田県本部本部
長）

吉田　彰彦
（日本製紙（株）
秋田工場工場
長）

田口　正見
（秋田プライウッ
ド（株）取締役生
産本部長）

近藤　哲泰
（六郷小型貨物
自動車運送
（株）代表取締
役）

赤上　信弥
（（株）秋田市場
運送代表取締
役）

末次　龍一
（ヤマト運輸
（株）秋田主管
支店長）

藤原　清悦
（（一社）秋田県
経営者協会会
長）

嶋田　康子
（秋田県トラック
協会会長）

澤田　宏
（全日本運輸産
業労働組合秋
田県連合会執
行委員長）

秋田労働局長

東北運輸局長

秋田運輸支局
長

東北 山形 高木　郁郎 高木　郁郎
（日本女子大学

名誉教授）

鈴木　英和
（全国農業協同
組合連合会山
形県本部本部

長）

鈴木　隆一
（（株）でん六代

表取締役）

横尾　新一
（第一貨物（株）
山形支社長）

秋野　明
（酒田海陸運送
（株）代表取締

役）

丹　哲人
（（一社）山形県
経営者協会専
務理事）

矢野　佳伸
（山形県トラック
協会会長）

鈴木　純一
（全国交通運輸
労働組合総連
合山形県支部
委員長）

大場　暁
（全日本運輸産
業労働組合山
形県連合会執
行委員長）

山形労働局長

山形労働局労
働基準部長

東北運輸局長

山形運輸支局
長

東北 福島 今野　順夫 今野　順夫
（福島大学名誉
教授）

平栗　嗣久
（株）ヨークベニ
マル物流事業
部長

青木　文造
アサヒビール
（株）福島工場
総務部長

渡辺　経佳
日東紡績（株）
福島工場副工
場長兼総務部
長

右近　八郎
（マクサム通運
（株）代表取締
役）

西條　久義
（日本通運（株）
郡山支店支店
長）

鎌田　武雄
（昭和運輸（株）
代表取締役）

加治　雄司
（磐城通運（株）
常務取締役）

石井　浩
（福島県商工会
議所連合会常
任幹事）

続橋　英一
（全国農業協同
組合連合会福
島県本部副本
部長）

渡邉　泰夫
（福島県トラック
協会会長）

田母神　正広
（全日本運輸産
業労働組合福
島県連合会執
行委員長）

福島労働局長

東北運輸局長

福島運輸支局
長



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

関東 茨城 茨城運輸支局
長

小川　喜賢
（㈱ケーズホー
ルディングス執
行役員営業本
部物流部長）

市毛　由之
（㈱カスミロジス
ティクス本部物
流部マネー
ジャー）

石田　幸宏
（㈱日立パワー
ソリューションズ
資材調達本部
ロジスティクス
センター長兼国
際調達センター
部長代理）

宮内　博夫
（ミヤウチ物流
システム㈱代表
取締役）

糸賀　祥治
（㈱糸賀商運代
表取締役）

小倉　邦義
（茨城流通サー
ビス㈱代表取
締役社長）

塙　正明
（ハナワ物流㈱
代表取締役）

沢畑　慎志
（（一社）茨城県
経営者協会専
務理事）

中里　修三
（茨城県商工会
議所連合会専
務理事）

畑岡　宏茂
（茨城県商工会
連合会専務理
事）

岩間　伸博（茨
城県中小企業
団体中央会専
務理事）

小林　幹愛
（（一社）茨城県
トラック協会会
長

日下部　好美
（日本労働組合
総連合会茨城
県連合会事務
局長）

松本　三智夫
（全日本運輸産
業労働組合茨
城県連合会執
行委員長）

茨城労働局長

関東運輸局長

茨城運輸支局
長

関東 栃木 栃木運輸支局
長

三吉　政美
（日産自動車
(株)　栃木工場
工務部　生産課
部長）
菊入　信幸
（アキレス(株)
栃木工場　足利
総務部　部長）

吉髙神　健司
（(有)野中運送
店代表取締役）

石塚　安民
（(株)北関東運
輸代表取締役）

増田　邦雄
（増田運送(株)
代表取締役）

黒川　辰美
（（一社）栃木県
商工会議所連
合会常務理事）

石塚　洋史
（（一社）栃木県
経営者協会専
務理事）

笠原　秀人
（栃木県トラック
協会会長）

田中　克明
（栃木県交通運
輸産業労働組
合協議会副議
長）

栃木労働局長

関東運輸局長

栃木運輸支局
長

関東 群馬 群馬運輸支局
長

渡邊　浩
（富士重工㈱ス
バル製造本部
群馬製作所製
造管理部長）

狩野　裕
（サンデン・ビジ
ネスエキスパー
ト㈱物流部長）

三浦　文雄
（三富運送㈱代
表取締役）

堀越　誠一郎
（堀越運輸㈱代
表取締役）

武井　宏
（ボルテックスセ
イグン㈱代表取
締役）

川島　満男
（㈱三蔵代表取
締役）

原　邦昭
（㈱グローバル
代表取締役）

佐藤　今朝司
（㈱群馬グリー
ン配送代表取
締役）

大矢　一
（群馬県商工会
議所連合会専
務理事）

樋口　俊之
（群馬県経営者
協会専務理事）

星野　榮助
（群馬県倉庫協
会会長）

堀式　智
（群馬県地区通
運協会会長）

三浦　文雄
（群ト協会長）

堀越　誠一郎
（群ト協副会長）

武井　宏
（群ト協副会長）

川島　満男
（群ト協副会長）

原　邦昭
（群ト協副会長）

佐藤　今朝司
（群ト協副会長）

石井　雅博
（群ト協専務）

小宮　勝義
（群馬県交通運
輸産業組合協
議会議長）

金子　裕昭
（日本労働組合
総連合会・群馬
県連合会事務
局長）

群馬労働局長

関東運輸局長

群馬運輸支局
長

群馬県産業経
済部商政課長

群馬労働局労
働基準部健康
安全課長

関東 埼玉 古井　恒
（流通経済大学
流通情報学部
教授）

古井　恒
（流通経済大学
流通情報学部
教授）

永田　勝
（レンゴー株式
会八潮工場社
物流部長）

長窪　信也
（株式会社信和
運輸代表取締
役）

石川　繁
（石川産業株式
会社代表取締
役）

尾野　嘉昭
（カネオ興運株
式会社代表取
締役）

福島　亨
（一般社団法人
埼玉県商工会
議所連合会専
務理事）

根岸　茂文
（一般社団法人
埼玉県経営者
協会専務理事）

川鍋　陽一
（埼玉県倉庫協
会副会長）

鳥居　伸雄
（一般社団法人
埼玉県トラック
協会会長）

小宮　俊光
（一般社団法人
埼玉県トラック
協会副会長）

牧野　智一
（埼玉県交通運
輸産業労働組
合協議会議長）

埼玉労働局長

埼玉労働局労
働基準部長

関東運輸局長

埼玉運輸支局
長



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

関東 千葉 千葉運輸支局長 斉藤　輝弘
（ＪＦＥスチール
株式会社 東日
本製鉄所 常務
執行役員
千葉地区副所
長）

井関　哲司
（住友化学（株）
千葉工場副工
場長兼生産管
理部長）

角田　正一
（角田運送（株）
代表取締役）

大里　忠弘
（銚子通運（株）
代表取締役）

中村　隆則
（南総通運（株）
代表取締役社
長）

栁澤　隆善
（（株）高陽運輸
代表取締役社
長）

池田　和彦
（（株）池田自動
車運輸代表取
締役）

植森　　彰
（日本通運（株）
千葉支店長）

木原　　稔
（(一社)千葉県
商工会議所連
合会　専務理
事）

花澤　和一
（(一社)千葉県
経営者協会　専
務理事）

西郷　隆好
（（一社）千葉県
トラック協会　会
長）

白土師　孝
（全日本運輸産
業労働組合千
葉県連合会書
記長）

関東運輸局長

千葉運輸支局
長

千葉労働局長

千葉県商工労
働部長

関東 東京 東京運輸支局
長

渡辺　徹
（三井食品㈱物
流本部副本部
長）

池田　和幸
（アスクル㈱ＥＣ
Ｒ本部統括部
長）

久野雅人
（ブリヂストン物
流㈱取締役・物
流事業統括）

浅井　隆
（㈱浅井代表取
締役）

天野　智義
（天野運送㈱代
表取締役）

千原　武美
（西多摩運送㈱
代表取締役）

朝香　博
（東京商工会議
所地域振興部
長）

石川　純彦
（東京経営者協
会労働・研修部
長）

石田　靖博
（東京都中小企
業団体中央会
労働課長）

竹口　誠三
（東京倉庫協会
専務理事）

竹津　久雄
（東京地方通運
連盟会長）

山内　信幸
（全国物流ネッ
トワーク協会専
務理事）

※トラック事業
者３社＝東京都
トラック協会副
会長
髙橋　啓也
（キリングルー
プロジスティク
ス㈱東日本支
社営業部長）

嵯峨　宏通
（全農物流㈱常
務取締役）

綾部　尚典（ＡＧ
Ｃロジスティクス
㈱企画管理部
主席）

米田　易憲
（東京都交通運
輸産業労働組
合協議会議長）

傳田雄二
（日本労働組合
総連合会東京
都連合会副事
務局長）

東京労働局長

東京労働局労
働基準部長

関東運輸局長

東京運輸支局
長

関東経済産業
局産業部次長

東京都産業労
働局商工部長

関東 神奈川 神奈川運輸支
局長

斉藤　康浩
（(株)日新綜合
営業第三部兼
陸運部執行役
員部長）※注）
荷主元請会社

刑部　佳英
（全農物流(株)
神奈川支店支
店長）※注）荷
主元請会社

中尾　芳孝
（日産自動車
(株)SCM本部部
品物流エンジニ
アリング部エク
スパートリー
ダー）

伊澤　進
（横浜低温流通
(株代表取締役)

高橋　浩治
（川崎運送(株)
取締役社長）

伊藤　保義
（内外液輸(株)
代表取締役）

塚原　良一
（（一社）神奈川
県商工会議所
連合会専務理
事）

石部　裕通
（一社）神奈川
県経営者協会
専務理事）

筒井　康之
（（一社）神奈川
県トラック協会
会長）

石橋　廣
（（一社）神奈川
県トラック協会
専務理事）

神志那学
（（一社）神奈川
県トラック協会
常務理事）

伊奈利夫
（（一社）神奈川
県トラック協会
常務理事）

鈴木　啓二
（全日本運輸産
業労働組合神
奈川県連合会
執行委員長）

神奈川県産業
労働局産業・観
光部課長

厚生労働省神
奈川労働局長

国土交通省関
東運輸局長

神奈川運輸支
局長



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

関東 山梨 山梨運輸支局
長

原　晃彦
（（株）シャトレー
ゼ　営業本部物
流部長）

仲澤　富夫
（（株）キトー　製
造本部ホイスト
製造部業務グ
ループマネー
ジャー補佐）

藤本　覓
（有）藤本運送
代表取締役社
長
　
塩津　和久
（中央運輸（有）
代表取締役社
長）

小林　明
（山梨県商工会
議所連合会　事
務局長）

知見寺　好幸
（山梨県中小企
業団体中央会
事務局長）
　
望月　玲仁
（山梨県倉庫協
会　会長）

坂本政彦
（（一社）山梨県
トラック協会　会
長）

伏見　勉
（日本労働組合
総連合会山梨
連合会　副事務
局長）

常葉　秀之
（全日本運輸産
業労働組合山
梨県連合会　書
記長）

山梨県産業労
働部商業振興
金融課長

山梨労働局長

関東運輸局長

山梨運輸支局
長

北陸信越 新潟 長塚　康弘 長塚　康弘
（新潟大学名誉
教授）

安藤　稔
（全国農業協同
組合連合会新
潟県本部管理
部長）

板垣　和彦
（北越紀州（株）
新潟工場事務
部長）

金子　昌弘
（北星産業（株）
取締役営業部
長

小林　和男
（中越運送（株）
代表取締役社
長・新潟県トラッ
ク協会副会長）

市村　輝男
（長岡トラック
（株）代表取締
役社長・新潟県
トラック協会副
会長）

遠藤　修司
（（一社）新潟県
商工会議所連
合会専務理事

本間　哲夫
（（一社）新潟県
経営者協会専
務理事

藤巻　勉
（新潟県中小企
業団体中央会
専務理事）

大谷　昇
（（特非）新潟県
消費者協会事
務局長）

浅間　博
（（公社）新潟県
トラック協会専
務理事）

小熊　勇
（日本労働組合
総連合会新潟
県連合会副会
長）

渡辺　章衛
（全日本運輸産
業労働組合新
潟県連合会執
行委員長）

新潟労働局長

北陸信越運輸
局長

経済産業省関
東経済産業局
産業部担当次
長

北陸信越 長野 小山　健 小山　健
（信州大学名誉
教授）

古畑　一彦
（マルコメ㈱物
流管理部長）

佐藤　正彦
（全国農業協同
組合連合会長
野県本部総合
企画部長）

佐藤　武司
（日本通運（株）
長野支店長・長
野県トラック協
会副会長）

朝場　宏男
（東信運送（株）
代表取締役・長
野県トラック協
会北信地区理
事）

水本　正俊
（（一社）長野県
経営者協会専
務理事）

佐々木　正孝
（長野県中小企
業団体中央会
専務理事）

佐藤　武司
（長野県トラック
協会副会長・・
前掲）

朝場　宏男
（長野県トラック
協会北信地区
理事・・前掲）

町田　正樹
（全日本運輸産
業労働組合長
野県連合会書
記長）

長野労働局長

北陸信越運輸
局長

北陸信越 富山 千々岩　力 千々岩　力
（高岡法科大学
大学長）

林　　清淳
（（株）不二越
営業管理部物
流管理センター
長）

西田　真一
（ＹＫＫＡＰ（株）
生産本部ロジス
ティクス推進部
供給企画室長）

広瀬　政明
（三協立山（株）
経営企画総括
室統括室長付）

塚田　宏之
（中越パルプ工
業株式会社経
営管理本部管
理部調査役）
小杉　誠一
（テイカ製薬
（株）取締役購
買物流本部長）

小杉　紘平
（魚津運輸（株）
代表取締役会
長・富山県トラッ
ク協会副会長）

勝山　功
（三和運輸（株）
取締役相談役・
富山県トラック
協会副会長）

荒木　一義
（（株）荒木運輸
代表取締役社
長）

天坂　幸治
（（一社）富山県
商工会議所連
合会常任理事・
事務局長）

佐藤　登
（（一社）富山県
経営者協会専
務理事）

増川　茂則
（富山県中小企
業団体中央会
専務理事）

椙原　真美
（富山県消費者
協会事務局長）

稲土　英博
（（一社）富山県
トラック協会専
務理事）

土肥　克彦
（日本労働組合
総連合会富山
県連合会副会
長・ 富山県交
通運輸産業労
働組合協議会
議長）

富山労働局長

北陸信越運輸
局長



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

北陸信越 石川 近藤　修司 近藤　修司
（北陸先端科学
技術大学院大
学　客員教授）

中出　豊彦
（石川県農業協
同組合中央会
総務教育部長）

酒井　健
（カナカン（株）
常務取締役）

竹鼻　達夫
（津田駒工業
（株）専務取締
役）

田内　満喜夫
（（株）田内運輸
取締役会長）

山田　秀一
（北陸貨物運輸
（株）代表取締
役）

中野　廣志
（日本通運株式
会社）金沢支
店）

宮本　外紀
（（一社）石川県
商工会議所連
合会専務理事）

橋本　政人
（（一社）石川県
経営者協会専
務理事）

中村　明
（石川県中小企
業団体中央会
専務理事）

谷本 義治
（（一社）石川県
トラック協会長）

酒井　敏次
（石川県交通運
輸産業労働組
合協議会議長）

石川労働局長

北陸信越運輸
局長

中部 愛知 丹下　博文 丹下　博文
（愛知学院大学
大学院経営学
研究科　教授）

石崎　雅士
（トヨタ自動車物
流管理部国内
物流改善室主
査）、

福山　衛
（福山冷蔵（株）
代表取締役社
長）

高山　智司
（高山運輸(株)
代表取締役）、

神谷　昌彦（高
浜共立運輸(株)
代表取締役）、

藤代　正行
(株)藤城運輸代
表取締役社長

福村　隆宏
（中部経済連合
会社会基盤部
長）、

田中　豊
（愛知県商工会
議所連合会（名
古屋商工会議
所）企画振興部
長、

遠藤　直也
（日本ロジスティ
クスシステム協
会中部支部部
長）

若杉　福雄
（愛知県トラック
協会副会長　丸
五運送(株)代表
取締役）

加藤　正光
（全日本運輸産
業労働組合愛
知県連合会執
行委員長）、

谷藤　賢治
（全日本建設交
運一般労働組
合愛知県本部
書記長）

中部経済産業
局　産業部長

愛知労働局長

愛知運輸支局
長

中部運輸局長

中部 静岡 丹下　博文 丹下　博文
（愛知学院大学
大学院経営学
研究科　教授）

杉山　克幸
（鈴与(株)取締
役）

渡辺　秀身
（ジャトコ(株)ＳＣ
Ｍ推進部長）

鈴木　正二
（東静運送(株)
代表取締役）

杉山　節雄
（静北運輸(株)
代表取締役）

杉　雅俊
（一般社団法人
静岡県商工会
議所連合会専
務理事）

木村　道則
（静岡県中小企
業団体連合会
専務理事）

加藤　浩幸
（静岡県トラック
協会副会長
ウェルポート
（株）代表取締
役）

鈴木　英男
（全日本運輸産
業労働組合静
岡県連合会書
記長）

遠藤　伸
（全日本建設交
運一般労働組
合静岡県本部
書記次長）

静岡労働局

静岡運輸支局

中部運輸局長

中部 岐阜 土井　義夫 土井　義夫
（朝日大学　准
教授）

小池　孝幸
（(株)バロー物
流部長）

松原　芳久
（イビデン(株)総
務部長）

大羽　浩司
（ＫＹＢ(株)生産
企画部課長）

後藤　成人
（ＫＹＢ(株)　生
産管理部課長）

田口　利壽
（東海西濃運輸
株式会社代表
取締役社長）

遠藤　 亮
（越美通運株式
会社代表取締
役社長）

清水　豊太郎
（清水産業有限
会社代表取締
役社長）

山田　英治
（岐阜県商工会
議所連合会専
務理事）

安藤　正弘
（一般社団法人
岐阜県経営者
協会専務理事）

長縄　 隆
（一般社団法人
岐阜県経済同
友会専務理事）

山口　嘉彦
（岐阜県トラック
協会副会長
(株)エスライン
ギフ代表取締
役社長）

日本労働組合
総連合会岐阜
県連合会

全日本運輸産
業労働組合岐
阜県連合会

岐阜労働局

岐阜運輸支局

中部運輸局長

中部 三重 山本　雄吾 山本　雄吾
（名城大学経済
学部　教授）

太田　靖也
（日本トランスシ
ティ（株）運輸事
業部 業務部
長）

村松　幹夫
（株式会社 ＬＩＸＩ
Ｌ物流　近畿物
流センター　セ
ンター長）

川北　辰実
（（株）カワキタ
エクスプレス代
表取締役）

辻　定
（辻運送（株）専
務取締役）

村木　尚哉
（新成運輸（株）
代表取締役社
長）

藤本　和弘
（三重県商工会
議所連合会事
務局長）

別所　浩己
（三重県中小企
業団体中央会
事務局長）

西野　　衛
（三重県トラック
協会会長　(株)
西野代表取締
役社長）

浮田　光久
（全日本運輸産
業労働組合三
重県連合会書
記長）

三重労働局長

三重運輸支局

中部運輸局長



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

中部 福井 川上　洋司 川上　洋司
（福井大学院工
学研究科教授）

片岡　久秀
（フクビ化学工
業(株)営業本部
商品物流管理
部長）

勝木　知文
（セーレン(株)取
締役執行役員
グローバル総
務経理人事本
部長）

有馬　茂人
（敦賀海陸運輸
(株)取締役副社
長

水野　茂
（(株)ミツノリ代
表取締役）

鰐渕　信一
（一般社団法人
福井県商工会
議所連合会専
務理事）

坪田　隆義
（福井県経済農
業協同組合連
合会常務理事）

清水　則明
（福井県トラック
協会会長　福井
貨物(株)代表取
締役社長）

藤澤　幹雄
（福井県交通運
輸産業労働組
合協議会議長）

福井労働局長

福井運輸支局
長

中部運輸局長

近畿 大阪 安部　誠治 安部　誠治
（関西大学社会
安全学部教授）

武田　重治
(ダイキン工業
株式会社物流
本部業務部長)

榎本　陽一
(住友電気工業
株式会社物流
管理部部長)

松島　一成
(パナソニック株
式会社企画部
部長)

中　敦彦
(サントリービジ
ネスエキスパー
ト株式会社物流
部部長)

富田　博行
（日本通運株式
会社大阪支店）

神田　彰
（公益社団法人
関西経済連合
会）

 堤　成光
（大阪商工会議
所）

小池　米男
（一般社団法人
大阪卸商連合
会）

内田　嘉信
（日本チェーン
ストアー協会関
西支部）

須山　泰木
（公益社団法人
日本ロジスティ
クスシステム協
会）

辻村　秀利
（大阪倉庫協
会）

坂本　克己
　（一般社団法
人大阪府トラッ
ク協会　会長）

中川　才助
　（一般社団法
人大阪府トラッ
ク協会　副会
長）

川端　英治
（一般社団法人
大阪府トラック
協会　副会長）

山口　善弘
（全日本運輸産
業労働組合大
阪府連合会）

大阪労働局長

近畿経済産業
局産業部長

近畿運輸局長

近畿運輸局大
阪運輸支局長

近畿 京都 久本 憲夫
（京都大学大学
院教授）

久本 憲夫
（京都大学大学
院教授）

清水 伸二
（第一工業製薬
（株） 人事総務
部長）

森山 龍士
（宝酒造（株）
SCM部長）
　
登坂 雄士
（山崎製パン
（株）京都工場
セールス課長）

西畑 義昭
（（株）アース
カーゴ代表取締
役）

才寺 篤司
（京都商工会議
所  産業振興部
長）

川村 雅己
（京都経営者協
会 渉外部担当
部長）

大里 茂美
（京都府中小企
業団体中央会
専務理事）

湯浅 康平
（京都倉庫協会
会長）

金井 清治
（一般社団法人
京都府トラック
協会会長）

穐山 裕次
（全日本運輸産
業労働組合連
合会京都府連
合会 執行委員
長）

京都労働局長

近畿経済産業
局産業部長

近畿運輸局長

近畿運輸局京
都運輸支局長

近畿 兵庫 小谷　通泰
（神戸大学大学
院教授）

小谷　通泰
（神戸大学大学
院教授）

井上秀昭
（川崎重工業株
式会社　ﾓｰﾀｰ
ｻｲｸﾙ＆ｴﾝｼﾞﾝｶ
ﾝﾊﾟﾆｰｻﾌﾟﾗｲ
ﾁｪｰﾝ本部SC管
理部長）

山田勝重
（フジッコ株式会
社取締役・人事
総務部長）

福永　征秀
（信栄運輸株式
会社　取締役会
長）

北野　穣
（姫路合同貨物
自動車株式会
社　代表取締
役）

坂尾　洋南
（冨士運輸株式
会社　代表取締
役）

城内　喜博
(兵庫県経営者
協会　特別参
与)

安田　義秀
(神戸商工会議
所　常務理事・
事務局長)

深田　修司
(兵庫県中小企
業団体中央会
専務理事)

笹倉　雅彦
(兵庫県倉庫協
会　専務理事)

福永　征秀
（一般社団法人
兵庫県トラック
協会　会長）

北野　穣
（一般社団法人
兵庫県トラック
協会　副会長）

坂尾　洋南
（一般社団法人
兵庫県トラック
協会　常任理
事）

河合　和俊
（全日本運輸産
業労働組合兵
庫県連合会　執
行委員長）

兵庫労働局長

近畿運輸局長

兵庫陸運部長

近畿経済産業
局 産業部長



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

近畿 滋賀 浜崎 章洋 浜崎 章洋
（大阪産業大学
経営学部教授）

生駒 弘信
（(株)アヤハディ
オ　取締役　管
理本部　本部
長）

安河内　章
（キリンビール
(株)滋賀工場総
務広報担当部
長）

中嶋　克樹
（センコー(株)常
務理事・京滋主
管支店長）

坂口 康一
（（一社）滋賀経
済産業協会会
長）

大道　良夫
（滋賀県商工会
議所連合会会
長）

上西　保
（滋賀県商工会
連合会副会長）

安田　昌生
（滋賀県中小企
業団体中央会
副会長）
淺野　邦彦（滋
賀県倉庫協会
会長）

田中 亨
（滋賀県トラック
協会会長）

甲斐切 稔
（滋賀県トラック
協会副会長）

山田　清
（日本労働組合
総連合会滋賀
県連合会会長）

矢田　收宏
（全日本運輸産
業労働組合滋
賀連合会執行
委員長）

滋賀労働局長

近畿運輸局長

滋賀運輸支局
長

近畿 奈良 蓮花 一己 蓮花 一己
（帝塚山大学教
授）

吉村 昭秀
（小山株式会社
取締役総務・人
事・経理本部
長）

疋田　満
（奈良積水株式
会社　技術部
安全・環境グ
ループ長）

古田 正拓
（日本通運株式
会社奈良支店
長）

峯川 郁郎
（奈良県商工会
議所連合会常
任幹事）

福田 將人
（奈良県商工会
連合会専務理
事）

神田佳和
（奈良 経済産
業協会専務理
事）

櫻井 良彰
（奈良県中小企
業団体中央会
専務理事）

福本 圭司
（奈良県倉庫協
会会長）

森本 万司
（奈良県トラック
協会会長）

中 秀夫
（奈良県トラック
協会副会長）

内藤 利彦
（全日本運輸産
業労働組合奈
良県連合会執
行委員長）

奈良労働局長

近畿経済産業
局産業部長

近畿運輸局長

奈良運輸支局
長

近畿 和歌山 辻本　勝久
 （和歌山大学
教授）

辻本　勝久
（和歌山大学教
授）

松下　芳
（花王　株式会
社和歌山工場
長）

東山　和典
（株式会社オー
クワ物流事業部
長）

石橋　日出夫
（株式会社　湊
組取締役）

赤松　孝昭
（和歌山名鉄運
輸株式会社代
表取締役）

阪本　享三
（株式会社酒本
運送代表取締
役）

永井　慶一
（和歌山県経営
者協会専務理
事）

岡本　賢司
（和歌山県商工
会議所連合会
常任幹事）

湯川　恭英
（和歌山県商工
会連合会事務
局長）

木下　淳
（和歌山県中小
企業団体中央
会専務理事）

栗生　建次
（一般社団法人
和歌山経済同
友会事務局長）

坂田　道治
（和歌山県倉庫
協会会長）

龍田　潤三
（公益社団法人
和歌山県トラッ
ク協会会長）

裏野　勝也
（全日本運輸産
業労働組合和
歌山県連合会
執行委員長）

和歌山県企画
部地域振興局
長

和歌山県商工
観光労働部労
働政策参事

和歌山労働局
長

近畿経済産業
局産業部長

近畿運輸局長
和歌山運輸支
局長



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

中国 広島 三井　正信
（広島大学大学
院 社会科学研
究科 教授）

若井　具宣
（経営コンサル
タント（広島県
立大学名誉教
授））

三井　正信
（広島大学大学
院 社会科学研
究科 教授）

平垣内　康展
（マツダ(株)生
産管理・物流本
部長）

中村　修二
（全国農業協同
組合連合会広
島県本部ＪＡ担
当部長）

宮田　秀雄
（(株)福屋物流
部長）

福島　淳仁
（(株)サンエス
管理本部人事
部次長）

田中　和志
（日本通運(株)
広島支店長）

八田　弘明
(福山通運(株)
常務執行役員）

竹本　昭法
（芸北急送(株)
代表取締役社
長）

沖藤　克治
（沖藤運送(株)
代表取締役社
長）

中野　博之
（広島県経営者
協会専務理事）

谷村　武士
（広島県商工会
議所連合会幹
事長）

田中　一範
（広島県倉庫協
会会長）

山根　徹吾
（広島県トラック
協会専務理事）

三浦　　英次
（広島県交通運
輸産業労働組
合協議会議長）

中国経済産業
局産業部長

広島労働局長

中国運輸局長

広島運輸支局
長

中国 鳥取 柗見　吉晴
（鳥取大学副学
長）

柗見　吉晴
（鳥取大学副学
長）

神谷　哲郎
（トミタ電機(株)
代表取締役社
長）

谷口　信幸
（(株)明治製作
所取締役製造
部長）

戸田　勲
（鳥取中央農業
協同組合常務
理事）

竹内　洋一郎
（(株)山陰運送
代表取締役社
長）

河野　俊一
（中部貨物(有)
代表取締役）

八幡　太郎
（(株)八幡運輸
代表取締役会
長）

山内　啓介
（鳥取県商工会
議所連合会事
務局長）

清水　徹男
（鳥取県中小企
業団体中央会
専務理事）

川上　和人
（鳥取県トラック
協会会長）

前田　裕明
（鳥取県トラック
協会専務理事）

山崎　睦
（鳥取県交通運
輸産業労働組
合協議会事務
局長）

鳥取労働局長

鳥取労働局労
働基準部長

中国運輸局長

鳥取運輸支局
長

中国 島根 飯野　公央
（島根大学法文
学部准教授）

飯野　公央
（島根大学法文
学部准教授）

坂本　忍
（島根県農業協
同組合常務理
事）

江角　隆
(ホシザキ電気
(株)島根工場生
産管理部長)

大和　博見
（(有)丸和運輸
代表取締役）

鷲尾　忠彦
（日本通運(株)
松江支店支店
長）

木村　和夫
（島根県商工会
議所連合会幹
事長）

中村　光男
（島根県中小企
業団体中央会
専務理事）

三島　進
（公益社団法人
島根県トラック
協会会長）

加田　　章
（島根県交通運
輸産業労働組
合協議会議長）

島根労働局長

中国運輸局長

島根運輸支局
長

中国 岡山 有利　隆一
（岡山商科大学
経済学部）

有利　隆一
（岡山商科大学
経済学部）

近藤　敏雄
（三菱自動車工
業(株)水島製作
所生産管理部
長）

辻　健三郎
（キリングルー
プロジスティク
ス(株)岡山支店
支店長）

山下　良一
（フジ物流(株)
常務取締役）

中岡　海城雄
（鶴山運送(株)
代表取締役）

林田　昌吾
（井倉運輸(株)
代表取締役）

小郷　伸洋
（岡山県貨物運
送(株)専務取締
役）

窪津　誠
（岡山県商工会
議所連合会専
務理事）

小野　敏行
（岡山県経営者
協会専務理事）

大野　雅美
（岡山県中小企
業団体中央会
事務局長）

矢吹　正
（岡山県倉庫協
会専務理事）

田中　明夫
（（一社）岡山県
トラック協会専
務理事）

生藤　茂徳
（岡山県交通運
輸産業労働組
合協議会議長）

岡山県産業労
働部企業誘致・
投資推進課長

岡山労働局長

中国運輸局長

岡山運輸支局
長



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

中国 山口 末永　久大
（弁護士）

末永　久大
（弁護士）

廽本　学
（全国農業協同
組合連合会山
口県本部営農
推進部部長）

山本　彰
（積水ハウス
（株）山口工場
製造部物流グ
ループ長）

伊達　明彦
（岩国通運(株)
代表取締役）

喜多村　誠
（防府通運(株)
代表取締役）

小田　孝夫
（山口県商工会
議所連合会常
務理事）

寺田　徹郎
山口県中小企
業団体中央会
専務理事

河崎　静生
（山口県トラック
協会会長）

高橋　則彦
（山口県トラック
協会専務理事）

吉田　昌裕
（山口県交通運
輸産業労働組
合協議会事務
局長）

山口労働局長

山口労働局労
働基準部長

中国運輸局長

山口運輸支局
長

四国 徳島 松村　豊大 松村　豊大
（徳島文理大学
総合政策学部
教授）

富田　圭司
(（株）キョーエイ
人事部長)

川崎　浩資
(（株）ＤＮＰ四国
総務部　部長)

門田　征士
(徳島通運（株）
代表取締役)

酒井　一誠
（誠徳運輸（株）
代表取締役）

石井　　一
(徳島商工会議
所
専務理事)

郡　　信彦
(（一社）徳島県
トラック協会専
務理事)

平井　敏郎
(全日本運輸産
業労働組合連
合会徳島県協
議会
議長)

宮本　武司
(全日本交通運
輸産業労働組
合総連合会徳
島県支部執行
委員長)

徳島労働局長

四国運輸局長

徳島運輸支局
次長

四国 香川 宍戸　栄徳 宍戸　栄徳
（香川大学名誉
教授）

梅原　康利
(テーブルマーク
(株)物流部長)

田中　賢二
(大倉工業(株)
業務グループ
次長)

眞鍋　宣訓
(四国化成工業
(株)建材事業物
流購買部長）

宮田　智喜
(日本通運（株）
四国支店部長)

田中　正治
(三豊運送（株）
代表取締役）)

塩田　学
(林田物流（株）
代表取締役）)

白井　聡
(琴平急配（株）
代表取締役）)

公受　弘充
(四国経済連合
会
常務理事)

山田　哲也
(香川県商工会
議所連合会専
務理事）

楠木　寿嗣
（一社）香川県ト
ラック協会会
長）

藪下　壽博
(全日本運輸産
業労働組合連
合会香川県協
議会議長)

中村　英介
(日本労働組合
総連合会香川
県連合会
（四国ﾔﾏﾄﾎｰﾑｺ
ﾝﾋﾞﾆｴﾝｽ労働組
合委員長）)

香川労働局長
藤永　芳樹

四国運輸局長
瀬部　充一

香川運輸支局
長
石垣　融二

四国 愛媛 東渕　則之 東渕　則之
（松山大学経営
学部教授）

木戸　栄次
(住友化学(株)
愛媛工場【業務
部（物流）兼物
流部統括チー
ムリーダー】)

竹村　　靖
(全国農業協同
組合連合会愛
媛県本部県副
本部長）

添田　裕丈
(ダイオーロジス
ティクス(株)
取締役)

西川　武
(有)西川運送
（代表取締役会
長）

和田　祥孝
宇和島自動車
運送(株)　（代
表取締役社長）

黒川　由紀也
(株)あじふく　代
表取締役社長）

矢野　正樹
南流勢運輸(株)
代表取締役社
長）

塩崎　桂
（愛媛県商工会
議所連合会事
務局長）

一宮　貢三
（愛媛県トラック
協会会長）

岡田　秀人
（愛媛県トラック
協会専務理事）

小山　真一
（愛媛県交通運
輸産業労働組
合
議長）

深井　寛
（愛媛県交通運
輸産業労働組
合
会計監査）

愛媛労働局長
天野　敬

四国運輸局長
瀬部　充一

愛媛運輸支局
長
一宮　軌善



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

四国 高知 横川　和博 横川　和博
（高知大学人文
学部教授）

池上　隆
（旭食品（株）
管理統括本部
法務部　部長）

吉岡　克洋
（東洋電化工業
（株）調達部調
達課　課長）

竹下　勝之
（(株)丸富運送
代表取締役社
長）

森本　敬一
（丸栄運輸(株)
代表取締役社
長）

中屋　邦彦
（高知商工会議
所事務局長）

川村　直哉
（高知県経営者
協会専務理事）

岸　　圭介
（高知県トラック
協会会長）

谷山　砂男
（高知県交通運
輸産業労働組
合協議会幹事）

高知労働局長
伊津野　信之

高知労働局労
働基準部長
村井　秀吉

四国運輸局長
瀬部　充一

高知運輸支局
次長
齊藤　雅之

九州 福岡 小野　秀昭 小野　秀昭
（流通経済大学
物流科学研究
所教授）

安武 正文
（TOTO(株)物流
技術部長）

加藤 堪二
（新日鐵住金
(株)八幡製鐵所
工程物流部長）
 
江頭 幸子
（ブリヂストン物
流(株)西日本支
店事業管理課
長）

三村 彰一
（浦筑豊通運
（株）代表取締
役社長）

増田 康雄
（増田運送（有）
代表取締役社
長）

河野 清二
（東西産業運輸
（有）代表取締
役社長）

中村　仁彦
（福岡県商工会
議所連合会専
務理事）

村岡 潤一
（全国農業協同
組合連合会 福
岡県本部　県本
部長）

松岡 嘉彦
（福岡県経営者
協会専務理事）

野々上 幸治
（福岡県中小企
業団体中央会
事務局長）

眞鍋 博俊
（公社）福岡県ト
ラック協会会長

西田　修三
（全日本運輸産
業労働組合連
合会　福岡県連
合会執行委員
長）

西村　芳樹
（日本労働組合
総連合会　福岡
県連合会事務
局長

福岡労働局長

九州運輸局長

福岡運輸支局
長

九州 佐賀 荒牧 軍治 荒牧 軍治
（佐賀大学名誉
教授）

小野 秀昭
（流通経済大学
教授）

江口孝浩
(㈱戸上電機製
作所業務グ
ループマネー
ジャー)

松尾芳磨
(JA佐賀　常務
理事)

田中俊也
（㈱佐賀鉄工所
佐賀工場製造
第二課長）

入江敏修
（九州日立物流
サービス㈱鳥栖
営業所　業務グ
ループ長）

田代勝久
（久光製薬㈱鳥
栖工場総務課
長）

田中 康紀
（佐賀運輸㈱代
表取締役社長）

宮原 章彦
（㈱ミヤハラ物
流代表取締役）

鳥屋 正人
（㈱ロジコム代
表取締役）

鳥谷 竹人
（有田陸運㈱代
表取締役）

福母 祐二
(佐賀県経営者
協会)

江島 秋人
（佐賀県中小企
業団体中央会
専務理事）

坂井 俊彦
（佐賀県商工会
議所連合会　総
務課長）

陣内 一博
（佐賀商工会連
合会　専務理
事）

馬渡 雅敏
(佐賀県トラック
協会会長)

相川　司
（日本労働組合
総連合佐賀県
連合会会長）

青栁　直
（全日本運輸産
業労働組合連
合会佐賀県連
合会　執行委員
長）

森田 末嘉
（全国交通運輸
労働組合総連
合佐賀県支部
委員長）

佐賀労働局長

九州運輸局長

佐賀運輸支局
長



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

九州 長崎 宮原　和明
(長崎総合科学
大学名誉教授)

宮原　和明
(長崎総合科学
大学名誉教授)

小野　秀明
(流通経済大学
物流科学研究
所)

原田 庸一郞
（三菱重工業
（株）長崎造船
所所長代理）

内田　勇
（長崎県　農業
協同組合中央
会専務理事）

若松宏二
（長崎県漁業協
同組合連合会
参事）
福水商事（株）

五反田　光
（日本ハム（株）
諫早プラント工
場長）

川見 義昭
（（株）エレナ総
務部長）

松永　安市
（長崎県商工会
議所連合会専
務理事）

水浦　力
（長崎県中小企
業団体中央会
専務理事）

山口 裕志
（全日本運輸産
業労働組合連
合会執行委員
長）

塚本 政治
（長崎県トラック
協会会長）

山口　裕志
（全日本運輸産
業労働組合連
合会長崎県連
合会　執行委員
長）

長崎労働局長

九州運輸局長

長崎運輸支局
次長

長崎県産業労
働部次長

九州 熊本 坂本　正
(熊本学園大学
教授)

坂本　正
(熊本学園大学
教授)

住永　金司
(熊本交通運輸
株式会社
代表取締役社
長)

武藤　正幸
(株式会社手野
運送店
代表取締役社
長)

上田　裕子
(株式会社
AZUMA
代表取締役)

下川　公一郎
(城東運輸倉庫
株式会社
代表取締役)

津埜髙則
(津埜運送株式
会社
代表取締役)

谷﨑　淳一
(熊本県商工会
議所連合会
専務理事)

竹熊　猛
(熊本県農業協
同組合中央会
常務理事)

古里政信
(熊本県中小企
業団体中央会
専務理事)

住永　豊武
((社)熊本県ト
ラック協会会長)

矢野　良輔
(交通労連熊本
県支部
事務局長)

田北　尚勝
(運輸労連熊本
県連合会
執行委員長)

熊本労働局長

九州運輸局長

熊本運輸支局
長

恒松　由紀夫
(熊本県経済農
業協同組合連
合会園芸部長)

山本　尚司
(株式会社鶴屋
百貨店管理部
長)

桶谷　眞二
(本田技研工業
株式会社　熊本
製作所生産業
務室長)

児玉　恒康
(日本通運株式
会社熊本支店
熊本支店長)

熊澤　宏
(ヤマト運輸株
式会社熊本主
管支店
熊本主管支店
長)

荒川　泰治
(九州産交運輸
株式会社
代表取締役社
長)

松本一秀
（日本通運（株）
長崎支店　支店
長）

篠原 秀雄
（ヤマト運輸
（株）長崎主管
支店　支店長）

鈴木 正直
（タカラ長運
（株）　代表取締
役）

井石　八千代
（（株）井石　代
表取締役）

佐藤 正文
（長崎雲仙運輸
（有）代表取締
役）

馬場　邦彦
（幸運トラック
（株）代表取締
役）

西辻　松好
（（株）ミラージュ
代表取締役）



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

九州 大分 前田　明 前田　明
（放送大学大分
学習センター所
長）

関野 孝志
（新日鐵住金
(株)大分製鉄所
工程業務部長）

山本 博之（大
分キャノン(株)）

青木　建
（（公社）大分県
トラック協会長）

橋本 敏雄
（全日本運輸産
業労働組合連
合会大分県連
合会　執行委員
長）

大分労働局長

九州運輸局長

九州 宮崎 白石　敬晶 白石　敬晶
（宮崎産業経営
大学）

小野　秀昭
（流通経済大学
物流科学研究
所教授）

川野 隆典
（宮崎県経済農
業協同組合連
合会常務理事）

石川 修二
（日本ホワイト
ファーム㈱管理
部次長）

本田 豊明
（(有)本田運送
代表取締役）

高石　淳一
（日豊輸送株)
代表取締役）

伊藤 圭一
（(有)宮崎配送
センター専務取
締役）

倉掛 正志
（宮崎県商工会
議所連合会専
務理事）

田原　新一
(宮崎県商工会
連合会専務理
事）

黒木　裕孝
（一般社団法人
宮崎県工業会
専務理事）

牧田　信良
（（一社）宮崎県
トラック協会会
長）

国部　健一郎
（運輸労連宮崎
県連合会　委員
長）

宮崎労働局長

九州運輸局長

宮崎運輸支局
長

宮崎県商工労
働観光部長

九州 鹿児島 小野　秀昭 小野　秀昭
(流通経済大学
物流科学研究
所教授)

鬼丸　幸司
(鹿児島県経済
農業協同組合
連合会常務理
事)

大山　康成
(鹿児島青果
（株）代表取締
役社長)

本坊　和人
(本坊酒造（株）
代表取締役社
長)

要堺　由隆
(中越パルプ工
業（株）川内工
場執行役員工
場長)

大峰　光一
（ヤマエ久野
（株）鹿児島支
店執行役員支
店長）

三苫　和彦
(日本通運（株）
鹿児島支店支
店長)

葏迫　利郎
(中越物産（株）
代表取締役社
長)

鳥部　敏雄
(セイコー運輸
（株）代表取締
役)

芳田　明
(（株）ユタカ産
業代表取締役)

永田　福一
(鹿児島県中小
企業団体中央
会事務局長)

黒木　一正
(（公社）鹿児島
県トラック協会
会長)

池田　耕造
(全日本運輸産
業労働組合連
合会鹿児島県
連合会執行委
員長)

鹿児島労働局
長

九州運輸局長

鹿児島運輸支
局次長

川野 繁志
（大分県商工会
議所連合会常
務理事）

山田 英治
（大分県商工連
合会専務理事）

河野 潔
（大分県中小企
業団体中央会
専務理事）

高橋 佐太郎
（全国農業協同
組合連合会大
分県本部副本
部長）

力 德昌志
（大分県農業協
同組合専務理
事）

足立 紀彦
（大分県木材協
同組合連合会
専務理事）

日隈 邦夫（大
分県漁業協同
組合専務理事）

鶴﨑 洋明
（日本通運(株)
大分支店長）

柿沼 貴良
（ヤマト運輸(株)
大分主管支店
長）

富永 繁
（センコー(株)北
九州支店長）

梅木 真次
（九重運輸(有)
代表取締役）

三浦 政人
（(株)鶴見運送
代表取締役）

山下 柾規
（安心院運輸
(株)代表取締
役）

十時 康裕
（(株)ＮＢＳロジ
ソル会長）

三重野 正治
（(有)トランス
ポートサービ
ス・ミエノ）



【機密性２】 

運輸局 都道府県 座長 学識経験者 荷主企業 トラック事業者 経済・荷主団体
トラック運送事

業者団体
組合団体 行政庁

沖縄 沖縄 小野　秀昭 小野　秀昭
（流通経済大学
物流科学研究
所教授）

松岡　正晃
（イオン琉球
（株）　管理本部
ストアオペレー
ション部部長）

玉城　昭彦
（沖縄県生コン
クリート協同組
合常務理事）

具志堅　全隆
（浦西産業（株）
代表取締役社
長）

新城　英一
（大成通運（株）
代表取締役社
長）

親川　進
（沖縄県商工会
連合会事務局
長）

仲田　秀光
（沖縄県商工会
議所連合会常
任幹事）

山城　勝
（一般社団法人
沖縄県経営者
協会常務理事）

上里　芳弘
（沖縄県中小企
業団体中央会
専務ｊ理事）

佐次田　朗
（沖縄県トラック
協会会長）

松田原　昌輝
（連合沖縄副事
務局長）

玉那覇　英昭
（運輸労連沖縄
県連書記長）

沖縄労働局長

沖縄総合事務
局運輸部長



トラック輸送における長時間労働の実態調査 概要

○本調査は、トラック輸送における労働時間の内訳、手待ち時間の詳細、荷役の契約の有無など、長時間労働の実態及び原因を明らかにし、今後

の取引慣行の改善など、労働時間短縮のための対策検討に資することを目的とし、厚生労働省、国土交通省が共同して実施する。

○今後、対策を検討・推進していく上で、本調査による正確な実態把握が何よりも重要となることから、円滑かつ正確な情報収集に向けて、調査に

おいて報告されたデータ等は統計的に処理し、運輸支局や労働基準監督署による監査等に使用しない旨を周知。

①調査の目的等

・地方トラック協会（４７協会）の会員事業者で各都道府県20社以上の事業者から100ドライバー分を回収することを基本とし、

東京・愛知・大阪・北海道は30社以上の事業者から150ドライバー分を回収予定

②調査対象者

③調査内容

ドライバーに下記の各業務に掛かった時間等を記入して頂き、１日の労働時間、業務内容について把握する。（運転日報をより詳しくした調査票

をイメージ。 9月の1週間（9/14（月）～9/20（日）の7日間)分を調査対象期間とする。）

併せて、トラック事業者の属性（保有車両数、ドライバー数、荷主企業との状況等）についても把握し、全国及び各都道府県において傾向を分析

する。

①始業時間、始業点呼、日常点検、乗務前点呼

②発荷主側での手待ち（対象荷主名、手待ちの内容）

③発荷主側での荷役（その作業の対象荷主名、荷役の内容及び方法（手荷役、フォーク等）、荷役に対する書面化及び料金収受の有無）

④運転時間（一般道路、高速道路（高速料金の支払いの有無）の別）

⑤着荷主側での手待ち（対象荷主名、手待ちの内容）

⑥着荷主側での荷役（その作業の対象荷主名、荷役の内容及び方法（手荷役、フォーク等）、荷役に対する書面化及び料金収受の有無）

⑦終業後の作業、乗務後点呼、終業時間 等

④調査スケジュール

平成27年7月 調査票等を確定

8月 地方トラック協会を経由して対象事業者へ調査票一式を配布

9月 調査実施、調査票の提出

平成27年10～12月 調査票の集計・分析

平成28年1月 中央協議会に結果報告

2～3月 都道府県協議会に結果報告



平成 27年 8月 

トラック運送事業者各位 

厚 生 労 働 省 

国 土 交 通 省 

 

「トラック輸送状況の実態調査」ご協力のお願い 

 

拝啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

トラック運送事業の労働者は、総労働時間が長い実態にあり、これは時間指定配送など荷

主都合による手待ち時間や、手積み手卸し作業などによって荷役時間が長時間化するなど、

事業者のみの努力では改善が困難であることが要因であると指摘されています。 

こうした長時間労働は、労働者の心身の健康に影響するだけでなく、昨今物流業界で大き

な課題となっている労働力不足の一因ともなっています。 

そこで、厚生労働省と国土交通省では、トラック運送事業者、荷主、行政等の関係者が一

体となり、「トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会」を設置し、対応策を

講じていくことといたしました。 

本調査は、荷主とトラック輸送状況の実態及び原因を都道府県ごとに明らかにし、今後の

取引慣行の改善など、労働時間短縮のための対策検討に向けた基礎資料を収集することを目

的に、厚生労働省、国土交通省が共同して実施するものです。 

業務ご多用中のところ大変恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解いただき、調査

にご協力いただきますようお願い申し上げます。 

本調査の結果は統計的に処理し、具体的なデータを運輸支局や労働基準監督署による監査

等に使用することはありませんので、実態を正確にご記入下さい。 

なお、本調査の実施につきましては、公益社団法人全日本トラック協会及び全国の都道府

県トラック協会のご協力のもと実施いたしますことを申し添えます。 

敬具 



トラック運送事業者の皆様へ 

 

実態調査票への記入方法等について 

 

◆今回の実態調査は、『事業者記入用』と『トラックドライバー記入用』の２種類です。 

◆どちらの調査とも、手待ち時間や荷役時間など荷主とトラック輸送状況の実態を把握し、

その改善に取り組もうとするものです。つきましては、長時間労働の実態を正確にご記

入下さい。 

◆本調査は統計的に処理します。この調査結果の具体的なデータを運輸支局や労働基準監

督署による監査等に使用することはありませんので、くれぐれも実態を正確にご記入下

さい。 

 

事業者記入用のご回答について 

① 事業者の責任者または運行管理者の方がご記入下さい。 

② 平成２７年７月分の実態を正確にご記入下さい。 

③ ご回答いただいた事業者には、謝礼として、後日、クオカード（1,000円分 1枚）を

贈呈いたします。 

 

トラックドライバー記入用のご回答について 

① ご回答いただくドライバーを選定して下さい。ドライバーの人数は、同封したドラ

イバー記入用実態調査票と同数として下さい。選定は、貴社のドライバーの運行実

態の特徴を捉えることができるよう「地場」、「長距離」の割合など輸送実態に合わ

せ、平均的な労働時間のドライバー、長時間労働のドライバーなど、できる限り片

寄りのないように選択していただきますようお願いします。 

② 調査は、平成２７年９月１４日（月）～２０日（日）までの連続７日分とします。

各調査票（７日分）には左上に調査日を記しています。ドライバーには、添付の「記

入例」を参考に、その該当日の実態をご記入いただくよう、ご指示下さい。 

③ ７日分の調査日の中で、ドライバーが「休日」の場合は、該当日の調査票に朱書き

で「休日」と記入していただくよう、ご指示下さい。 

④ 仮に１日（０時～２４時）の間に休息期間を挟んで始業が２回発生した場合は、調

査票の日付の隣の「始業時間・終業時間・走行距離・集配箇所数・実車距離」は、

元々の記入欄に最初の始業の運行を、その下の空欄に後の始業の運行を記入してい

ただくよう、ご指示下さい。同様に、右端の「始業から終業までの時間の合計」に

ついては、元々の記入欄に最初の始業の運行を、その右の空欄に後の始業の運行を

記入していただくよう、ご指示下さい。なお、本調査での「運行」とは「始業時間

から終業時間」までとします。 

⑤ 調査票に記入の際、書き損じ等が生じた場合は、予備の調査票（３枚同封）をご利

用下さい。またそれでも不足の場合には、お手数ですが、カラーコピーをとって追

加していただくようお願いします。 



⑥ ご回答いただいたドライバーの皆様には、謝礼として、後日、クオカード（1,000円

分各 1枚）を贈呈いたします。 

⑦ トラックドライバー記入用の調査票は、「運転日報」をより詳しく記載するイメージ

のものです。普段は詳細に捉えていない（記入していない）内容につきましても、

上記の調査期間中は、ドライバーの方々にそれぞれ詳しくご記入いただくよう、ご

指示下さい。 

⑧ 始業から終業までの間、「点検・点呼等」から「休憩時間」まで、必ずどこかの項目

を埋め、抜けの時間がないように、ご注意下さい。 

⑨ トラックドライバー記入用の調査票の中で、「荷主あるいは元請との間での荷役に対

する書面化の有無」、「荷役料金の収受の有無」、「高速道路を利用した場合の料金収

受の有無」の回答は、ドライバーには判らない場合があると思われますので、運行

管理者や配車担当者の方もご協力の上、ご回答下さい。 

⑩ 荷役等の作業があった荷主名の記載について、荷主の具体名が書けない場合は、「A

社物流センター」など仮称でも結構です。ただし、この７日間の調査票で、同じ荷

主は同じ名称に統一してご記入いただくよう、ご指示下さい。また、別のドライバ

ーが同一荷主の荷を扱う場合も、事業者を通して名称を統一していただくようお願

いいたします。 

⑪ お手数ですが、トラックドライバーの方が記入したあとで、管理者の方には、上記

の荷主名など「記入内容のチェック」をお願いいたします。 

 

■実態調査票の提出について 

 

◆調査終了後、下記の調査票を同封の返信用封筒に入れてご返送下さい。 

 《返信用封筒に入れていただく調査票》 

  ・事業者記入用   １部 

・トラックドライバー記入用 ご回答いただいた人数分（各一週間分の調査票） 

◆ご返送の締め切り 

  平成２７年９月３０日（水）まで 

 

 

■調査に関するお問い合わせ先 

所属の都道府県トラック協会にお問い合わせ下さい。 

（添付の都道府県トラック協会連絡先一覧をご参照下さい。） 

 

 

以 上 

  



都道府県トラック協会一覧 
協会名 郵便番号 所在地 電話 ファックス 

（公社)北海道トラック協会 〒064-0809 札幌市中央区南九条西 1-1-10 011-531-2215 011-521-5810 

（公社)青森県トラック協会 〒030‐0111 青森市大字荒川字品川 111-3 017-729-2000 017-729-2266 

（公社)岩手県トラック協会 〒020-0891 紫波郡矢巾町流通センター南 2-9-1 019-637-2171 019-638-5010 

（公社)宮城県トラック協会 〒984-0015 仙台市若林区卸町 5-8-3 022-238-2721 022-238-4336 

（公社)秋田県トラック協会 〒011-0904 秋田市寺内蛭根 1-15-20 018-863-5331 018-863-7354 

（公社)山形県トラック協会 〒990-0071 山形市流通センター4-1-20 023-633-2332 023-633-0989 

（公社)福島県トラック協会 〒960-0231 福島市飯坂町平野字若狭小屋 32 024-558-7755 024-558-7731 

（一社)茨城県トラック協会 〒310-0851 水戸市千波町字千波山 2472-5 029-243-1422 029-243-5936 

（一社)栃木県トラック協会 〒321-0169 宇都宮市八千代 1-5-12 028-658-2515 028-658-6929 

（一社)群馬県トラック協会 〒379-2194 前橋市野中町 595 027-261-0244 027-261-7576 

（一社)埼玉県トラック協会 〒330-8506 さいたま市大宮区北袋町 1-299-3 048-645-2771 048-644-8080 

（一社)千葉県トラック協会 〒261-0002 千葉市美浜区新港 212-10 043-247-1131 043-246-7372 

（一社)東京都トラック協会 〒160-0004 新宿区四谷 3-1-8 03-3359-6251 03-3359-4695 

（一社)神奈川県トラック協会 〒222-8510 横浜市港北区新横浜 2-11-1 045-471-5511 045-471-9055 

（一社)山梨県トラック協会 〒406-0034 笛吹市石和町唐柏 1000-7 055-262-5561 055-263-2036 

（公社)新潟県トラック協会 〒950-0965 新潟市中央区新光町 6-4 025-285-1717 025-285-8455 

（公社)長野県トラック協会 〒381-8556 長野市南長池 710-3 026-254-5151 026-254-5155 

（一社)富山県トラック協会 〒939-2708 富山市婦中町島本郷１番地５ 076-495-8800 076-495-1600 

（一社)石川県トラック協会 〒920-0226 金沢市粟崎町 4-84-10 076-239-2511 076-239-2287 

（一社)福井県トラック協会 〒918-8115 福井市別所町第 17 号 18-1 0776-34-1713 0776-34-2136 

（一社)岐阜県トラック協会 〒501-6133 岐阜市日置江 2648-2 058-279-3771 058-279-3773 

（一社)静岡県トラック協会 〒422-8510 静岡市駿河区池田 126-4 054-283-1910 054-283-1917 

（一社)愛知県トラック協会 〒467-8555 名古屋市瑞穂区新開町 12-6 052-871-1921 052-882-1685 

（一社)三重県トラック協会 〒514-8515 津市桜橋 3-53-11 059-227-6767 059-225-2095 

（一社)滋賀県トラック協会 〒524-0104 守山市木浜町 2298-4 077-585-8080 077-585-8015 

（一社)京都府トラック協会 〒612-8418 京都市伏見区竹田向代町 48-3 075-671-3175 075-661-0062 

（一社)大阪府トラック協会 〒536-0014 大阪市城東区鴫野西 2-11-2 06-6965-4000 06-6965-4019 

（一社)兵庫県トラック協会 〒657-0043 神戸市灘区大石東町 2-4-27 078-882-5556 078-882-5565 

（公社)奈良県トラック協会 〒639-1037 大和郡山市額田部北町 981-6 0743-23-1200 0743-23-1212 

（公社)和歌山県トラック協会 〒640-8404 和歌山市湊 1414 073-422-6771 073-422-6121 

（一社)鳥取県トラック協会 〒680-0006 鳥取市丸山町 219-1 0857-22-2694 0857-27-7051 

（公社)島根県トラック協会 〒690-0001 松江市東朝日町 194-1 0852-21-4272 0852-22-4408 

（一社)岡山県トラック協会 〒700-8567 岡山市北区青江 1-22-33 086-234-8211 086-234-5600 

（公社)広島県トラック協会 〒732-0052 広島市東区光町 2-1-18 082-264-1501 082-261-2496 

（一社)山口県トラック協会 〒753-0812 山口市宝町 2-84 083-922-0978 083-925-8070 

（一社)徳島県トラック協会 〒770-0003 徳島市北田宮 2-14-50 088-632-8810 088-632-4701 

（一社)香川県トラック協会 〒760-0066 高松市福岡町 3-2-3 087-851-6381 087-821-4974 

（一社)愛媛県トラック協会 〒791-1114 松山市井門町 1081 番地 1 089-957-1069 089-993-5501 

（一社)高知県トラック協会 〒780-8016 高知市南の丸町 5-17 088-832-3499 088-831-0630 

（公社)福岡県トラック協会 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東 1-18-8 092-451-7878 092-472-6439 

（公社)佐賀県トラック協会 〒849-0921 佐賀市高木瀬西 3-1-20 0952-30-3456 0952-31-6441 

（公社)長崎県トラック協会 〒851-0131 長崎市松原町 2651-3 095-838-2281 095-839-8508 

（公社)熊本県トラック協会 〒862-0901 熊本市東町 4-6-2 096-369-3968 096-369-1194 

（公社)大分県トラック協会 〒870-0905 大分市向原西 1-1-27 097-558-6311 097-552-1591 

（一社)宮崎県トラック協会 〒880-8519 宮崎市恒久 1-7-21 0985-53-6767 0985-53-2285 

（公社)鹿児島県トラック協会 〒891-0131 鹿児島市谷山港 2-4-15 099-261-1167 099-261-1169 

（公社)沖縄県トラック協会 〒900-0001 那覇市港町 2-5-23 098-863-0280 098-863-3591 
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事業者記入用                                   

トラック輸送状況の実態調査票 

厚 生 労 働 省 

国 土 交 通 省 

 

【ご記入に当たって】 

○本調査は統計的に処理します。この調査結果の具体的なデータを運輸支局や労働基準監督署による

監査等に使用することはありませんので、平成２７年７月分の実態を正確にご記入下さい。 

 

問１．貴社の概要をご記入下さい。 

貴社名  

住  所  

電話番号  

ご記入者名  お役職名  

 

問２．貴社の保有車両台数をご記入下さい。 

車両総重量 保有車両台数 

普通(車両総重量 5ｔ未満）                                         台 

中型(車両総重量 5ｔ以上 11ｔ未満）                                         台 

大型(車両総重量 11ｔ以上）                                         台 

トラクター                                         台 

合 計                                         台 

 

問３．貴社のドライバー数を免許区分別にご記入下さい。 

 

年齢 

男性 女性 

普通 中型※ 大型 

 

普通 中型※ 大型 
 

うち 
けん引 

うち 
けん引 

２０歳未満 人 人 人 人 人 人 人 人 

２０歳～２９歳 人 人 人 人 人 人 人 人 

３０歳～３９歳 人 人 人 人 人 人 人 人 

４０歳～４９歳 人 人 人 人 人 人 人 人 

５０歳～５９歳 人 人 人 人 人 人 人 人 

６０歳以上 人 人 人 人 人 人 人 人 

合 計 人 人 人 人 人 人 人 人 

  ※中型には、８ｔ限定中型免許を含む。 

  ※複数の免許を保有している場合（例、大型と中型）は、最上位の免許区分として下さい。 
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問４．貴社のドライバーの労働時間についてご記入下さい。具体的には、平成２７年７月分の実績から、

各労働時間の項目が「最も長い運転者」及び「平均的な運転者」について該当する数値をそれぞ

れ記入して下さい。なお、「その運転者の勤務体系を、下表の選択肢から選び、番号を記入して下

さい。※休息期間のみ、「最も短い運転者」の実態を記入して下さい。 
 

労働時間の項目 
最も長い運転者 平均的な運転者 

具体的な時間 勤務体系 具体的な時間 勤務体系 

１か月の拘束時間 時間  時間  

１日の拘束時間 時間  時間  

休息期間 ※       時間  時間  

１日の運転時間 時間  時間  

１週間の運転時間 時間  時間  

連続運転時間 時間  時間  

１日の手待ち時間 時間  時間  

１か月の総労働時間 時間  時間  

１か月の時間外労働時間 時間  時間  

 

勤務体系の選択肢 

１．長距離貨物輸送を担当 

２．日帰り貨物輸送を担当 

３．長距離及び日帰りの両方を担当 

 

問５．貴社のドライバーの過不足の状況について、該当すると思われる番号１つに○印をつけて下さい。 

１．不足している（具体的に不足している人数は何人ですか。      人） 

２．不足していない 

３．わからない、どちらともいえない 

 

問６．ドライバーが不足している場合、どのような対応をとっていますか。該当する番号全てに○印を

つけて下さい。（複数回答可） 

１．ドライバーの早出残業で対応している 

２．ドライバーの休日出勤で対応している 

３．予備のドライバーで対応している 

４．事務職・管理職で対応している 

５．下請・傭車で対応している 

６．対応できず輸送を断っている 

７．その他（具体的に                                ） 
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問７．荷主との取引関係について、それぞれおおよその割合をご回答下さい。複数の営業所をお持ちの

場合は合わせて全体でご回答下さい。 

 

 

 

内     訳 

元請けとして 

直接取引している

真の荷主数 

下請けとして 

入っている 

元請け荷主数 

社 社 

時間指定の有無 

時間指定あり ％ ％ 

午前・午後の指定あり ％ ％ 

時間指定なし ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

荷役作業の割合 

手荷役 ％ ％ 

ﾊﾟﾚｯﾄ崩し手荷役 ％ ％ 

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業） ％ ％ 

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（荷主側が作業） ％ ％ 

ﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ荷役 ％ ％ 

その他 ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

上記荷役作業以外

の付帯作業(※)の

割合 

上記荷役作業以外の付帯作業あり ％ ％ 

上記荷役作業以外の付帯作業なし ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

荷役作業、付帯作業

に対する 

書面化の有無 

書面化している ％ ％ 

口頭で依頼 ％ ％ 

事前連絡なし ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

荷役料金の 

収受の有無 

収受している ％ ％ 

収受していない ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

車両留置料の 

収受の有無 

収受している ％ ％ 

収受していない ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

高速道路料金の 

収受の有無 

収受している ％ ％ 

収受していない ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

路上駐車の 

発生の有無 

発生している ％ ％ 

発生していない ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

（※）荷役作業以外の付帯作業とは、「棚入れ」「保管場所までの横持ち運搬」「資材、廃材等の回

収」「商品仕分け」「検品」「納品場所の整理」「ラベル貼り」などとします。 
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問８．荷主企業に対して時間短縮（作業効率化）への協力を依頼したことがありますか。該当する番号

全てに○印をつけ、協力を依頼した内容とその得られた程度、協力を依頼できなかった理由をそ

れぞれご記入下さい。 

１．真荷主に協力を依頼した 

協力依頼の具体的内容：例；配送先の手待ち時間短縮、到着時間の変更など 

 

 

 

上記について、約    ％の協力を得られた 

２．元請け運送事業者に協力を依頼した 

協力依頼の具体的内容：例；配送先の手待ち時間短縮、到着時間の変更など 

 

 

 

上記について、約    ％の協力を得られた 

３．協力依頼をしたいができない 

協力依頼できない理由は何ですか。 

 

 

 

 

４．協力依頼をしたことはない 

 

 

問９．労働時間短縮に向けて必要な対応についてお聞きします。それぞれ該当する番号全てに○印をつ

けて下さい。（複数回答可） 

（１）荷主側で必要と思われること 

１．荷役の機械化等による荷役時間の削減 

２．商慣行の改善（具体的に                             ） 

３．発注時刻の厳守・前倒し 

４．出荷時刻の厳守・後倒し 

５．出荷時刻の厳守・前倒し 

６．荷役作業の削減・解放 

７．配達先への配達指定時刻の延長・柔軟化 

８．配達先での手待ち時間の削減への口添え 

９．物流施設の拡充・整備 

10．その他（具体的に                                ） 
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（２）トラック運送業界全体として必要と思われること 

１．発荷主へのＰＲ 

２．着荷主へのＰＲ 

３．契約の書面化の徹底 

４．適正運賃の収受 

５．荷役作業の削減・解放に向けた規格の統一 

６．その他（具体的に                                ） 

 

（３）行政等への協力要請が必要と思われること 

１．関係行政間での連携強化 

２．荷主団体へのＰＲ 

３．契約の書面化の徹底 

４．荷役作業の削減・解放に向けたパレット等規格の統一 

５．協力のない荷主に対する指導・警告 

６．その他（具体的に                                ） 

 

問 10．長労働時間の実態や問題点、労働時間短縮に向けたお考えやご意見があれば、ご自由にご回答

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 



平成 27年 8月 

トラックドライバー各位 

厚 生 労 働 省 

国 土 交 通 省 

 

「トラック輸送状況の実態調査」ご協力のお願い 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

トラック運送事業の労働者は、総労働時間が長い実態にあり、これは時間指定配送など荷

主都合による手待ち時間や、手積み手卸し作業などによって荷役時間が長時間化するなど、

事業者のみの努力では改善が困難であることが要因であると指摘されています。 

こうした長時間労働は、労働者の心身の健康に影響するだけでなく、昨今物流業界で大き

な課題となっている労働力不足の一因ともなっています。 

そこで、厚生労働省と国土交通省では、トラック運送事業者、荷主、行政等の関係者が一

体となり、「トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会」を設置し、対応策を

講じていくことといたしました。 

本調査は、荷主とトラック輸送状況の実態及び原因を都道府県ごとに明らかにし、今後の

取引慣行の改善など、労働時間短縮のための対策検討に向けた基礎資料を収集することを目

的に、厚生労働省、国土交通省が共同して実施するものです。 

業務ご多用中のところ大変恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解いただき、調査

にご協力いただきますようお願い申し上げます。 

本調査の結果は統計的に処理し、具体的なデータを運輸支局や労働基準監督署による監査

等に使用することはありませんので、実態を正確にご記入下さい。 

なお、本調査の実施につきましては、公益社団法人全日本トラック協会及び全国の都道府

県トラック協会のご協力のもと実施いたしますことを申し添えます。 

敬具 

  



トラックドライバーの皆様へ 

 
 

トラックドライバー記入用実態調査票への記入方法等について 

 
 
①本調査は、手待ち時間や荷役時間など荷主とトラック輸送状況の実態を把握し、その改

善に取り組もうとするものです。つきましては、長時間労働の実態を正確にご記入下さ

い。 

②本調査は統計的に処理します。この調査結果の具体的なデータを運輸支局や労働基準監

督署による監査等に使用することはありませんので、くれぐれも実態を正確にご記入下

さい。 

③調査は、平成２７年９月１４日（月）～２０日（日）までの連続７日分とします。各調

査票（７日分）には左上に調査日を記しています。添付の「記入例」を参考に、その該

当日の実態をご記入下さい。 

④７日分の調査日の中で、ドライバーが「休日」の場合は、該当日の調査票に朱書きで「休

日」とご記入下さい。 

⑤仮に１日（０時～２４時）の間に休息期間を挟んで始業が２回発生した場合は、調査票

の日付の隣の「始業時間・終業時間・走行距離・集配箇所数・実車距離」は、元々の記

入欄に最初の始業の運行を、その下の空欄に後の始業の運行を記入して下さい。同様に、

右端の「始業から終業までの時間の合計」については、元々の記入欄に最初の始業の運

行を、その右の空欄に後の始業の運行を記入して下さい。なお、本調査での「運行」と

は「始業時間から終業時間」までとします。 

⑥調査票に記入の際、書き損じ等が生じた場合は、予備の調査票（３枚同封）をご利用下

さい。またそれでも不足の場合には、お手数ですが、カラーコピーをとって追加してい

ただくようお願いします。 

⑦ご回答いただいたドライバーの皆様には、謝礼として、後日、クオカード（1,000 円分   

1枚）を贈呈いたします。 

⑧この調査票は、「運転日報」をより詳しく記載するイメージのものです。普段は詳細に捉

えていない（記入していない）内容につきましても、上記の調査期間中は、それぞれ詳

しくご記入下さい。 

⑨始業から終業までの間、「点検・点呼等」から「休憩時間」まで、必ずどこかの項目を埋

め、抜けの時間がないように、ご注意下さい。 

⑩調査票の中で、「荷主あるいは元請との間での荷役に対する書面化等の有無」、「荷役料金

の収受の有無」、「高速道路を利用した場合の料金収受の有無」の回答は、ドライバーの

方には判らない場合があると思われますので、運行管理者や配車担当者の方に確認の上、

ご回答下さい。 

⑪荷役等の作業した荷主名の記載について、荷主の具体名が書けない場合は、「A社物流セ

ンター」など仮称でも結構です。ただし、この７日間の調査票で、同じ荷主は同じ名称

に統一してご記入下さい。また、別のドライバーが同一荷主の荷を扱う場合も、名称を

統一していただくようお願いいたします。 
 

■実態調査票の提出について 

◆調査終了後、すみやかに調査票を管理者の方にご提出下さい。 

以 上 



【ご記入に当たって】本調査は統計的に処理します。この調査結果の具体的なデータを運輸支局や労働基準監督署による監査等に使用することはありませんので、実態を正確にご記入下さい。

.

１日目： ９月１４日（月） 走行距離 ㎞ 集配箇所数 　カ所

点検等 ：

運転(一般) ：

運転(高速) ：

手待Ａ ：

手待Ｂ ：

手待Ｃ ：

荷　役 ：

付帯作業 ：

休　憩 ：

拘　束 ：

※１：上記の荷主番号の荷主名をご記入いただき、その荷主の状況をそれぞれ下段の選択肢から番号を１つ選んでご記入下さい。なお、ドライバーご自身でわからない場合は、「運行管理者」や「配車担当者」に確認して、記入して下さい。

※上記の荷主が10カ所を超える場合は、予備の調査票を利用して記載して下さい。

１．米・麦・穀物 16．紙・パルプ １．発荷主 １．積込み １．手荷役 １．書面化している １．運賃に含んで収受している １．棚入れ
２．生鮮食品 17．糸・反物などの繊維素材 ２．着荷主 ２．荷卸し ２．ﾊﾟﾚｯﾄ崩し手荷役 ２．口頭で依頼 ２．運賃とは別に実費収受している ２．保管場所までの横持ち運搬
３．加工食品 18．衣服・布団などの繊維製品 ３．発・着両方 ３．積込み･荷卸し両方 ３．ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役 ３．事前連絡なし ３．収受していない ３．資材、廃材等の回収
４．飲料・酒 19．日用品 　（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業） ４．商品仕分け
５．原木・材木等の林産品 20．書籍・印刷物 １．時間指定あり ４．ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役 ５．検品
６．鉱石・砂利・砂・石材等の鉱産品 21．プラスチック性部品･加工品、ゴム性部品･加工品 ２．午前・午後の指定あり 　（荷主側が作業） ６．納品場所の整理
７．鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材 22．機械ユニット・半製品 ３．時間指定なし ５．ﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ荷役 ７．ラベル貼り
８．鋼材・建材などの建築･建設用金属製品 23．精密機械・生産用機械・業務用機械 ６．その他
９．壁紙・タイルなど住宅用資材 24．家電・民生用機械

10．金属部品・金属加工品（半製品） 25．完成自動車・オートバイ ※３：手待ち時間の分類

11．ｾﾒﾝﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ製品 26．再生資源・スクラップ Ａ．荷主都合：集荷・配送の際に卸す車両の順番待ちやバース待ち、荷物が整わない
12．ガソリン・軽油など石油石炭製品 27．廃棄物 　ための待ち時間、帰り荷までの待ち時間等、荷主の都合で発生する手待ち時間
13．合成樹脂・塗料など化学性原料 28．宅配便・特積み貨物 Ｂ．ドライバーの自主的な行動：指定時間よりも早めに到着したための待ち時間等
14．医薬品 29．空容器・返回送資材 Ｃ．その他の時間調整等：高速道路の割引時間等に合わせるための調整時間等、
15．その他の化学製品 30．その他 　その他の調整時間

⑩

荷主から無理な指示などになっている理由や背景など、
本件に関するご意見等あれば自由に回答して下さい。

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

③

休憩時間

※１：荷役等の作業した荷主毎に上の欄に①からの荷主番号を振り、その荷主の状況を別途下欄に記入して下さい。記載例を参考にして下さい。

荷主番号
荷主名

（具体的な名称を可能な範囲で記入して下さい）
輸送品目

発荷主/着荷主
※発・着両方の場
合、右の設問は

「着」の状況につい
てご記入下さい。

時間指定の
有無

荷役の内容 荷役の方法

荷主あるいは元
請との間での
荷役に対する

書面化等の有無

荷役料金の
収受の有無

※２
高速道路を利用
した場合、料金

収受の有無

その他付帯作業等の内容
【この設問のみ複数回答可】
（下記の選択肢にない場合は
具体的に記入して下さい）

①

②

手待ち時間
※３

（Ａ～Ｃは
中央下の例
を参考にし
て下さい）

Ａ．荷主都合

Ｂ．ドライバーの
　自主的な行動

Ｃ．その他
　時間調整等

荷役時間

上記及び休憩時間以外の
その他付帯作業等

0 24

点検・点呼等

運転時間

一般道路

※２
高速道路

19 20 21 22 237 8 9 10 11 12

始業時間  ９月　　日　　　　： 終業時間  ９月　　日　　　　： 実車距離　　　　　　　　㎞

5 6
始業から終業までの

時間の合計
13 14 15 16 17 18

時間
項目

1 2 3 4

厚　生　労　働　省
国　土　交　通　省

トラックドライバー記入用

トラック輸送状況の実態調査票

年齢：　　　歳 性別：１．男・２．女 使用車両： １．大型(車両総重量11ｔ以上）・２．中型(車両総重量5ｔ以上11ｔ未満）・３．普通(車両総重量5ｔ未満）・４．トレーラ



【ご記入に当たって】本調査は統計的に処理します。この調査結果の具体的なデータを運輸支局や労働基準監督署による監査等に使用することはありませんので、実態を正確にご記入下さい。

１日目： ９月１４日（月） 走行距離　　　２５０ ㎞ 集配箇所数　　　　　　３　カ所

点検等 １ ：００

運転(一般) ３ ：１０

運転(高速) ３ ：００

手待Ａ １ ：５０

手待Ｂ ：

手待Ｃ ０ ：３０

荷　役 １ ：４０

付帯作業 ０ ：５０

休　憩 １ ：００

拘　束 13 ：００

※１：上記の荷主番号の荷主名をご記入いただき、その荷主の状況をそれぞれ下段の選択肢から番号を１つ選んでご記入下さい。なお、ドライバーご自身でわからない場合は、「運行管理者」や「配車担当者」に確認して、記入して下さい。

○○スーパー物流センター

スーパー△△物流センター

□□□食品

※上記の荷主が10カ所を超える場合は、予備の調査票を利用して記載して下さい。

１．米・麦・穀物 16．紙・パルプ １．発荷主 １．積込み １．手荷役 １．書面化している １．運賃に含んで収受している １．棚入れ
２．生鮮食品 17．糸・反物などの繊維素材 ２．着荷主 ２．荷卸し ２．ﾊﾟﾚｯﾄ崩し手荷役 ２．口頭で依頼 ２．運賃とは別に実費収受している ２．保管場所までの横持ち運搬
３．加工食品 18．衣服・布団などの繊維製品 ３．発・着両方 ３．積込み･荷卸し両方 ３．ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役 ３．事前連絡なし ３．収受していない ３．資材、廃材等の回収
４．飲料・酒 19．日用品 　（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業） ４．商品仕分け
５．原木・材木等の林産品 20．書籍・印刷物 １．時間指定あり ４．ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役 ５．検品
６．鉱石・砂利・砂・石材等の鉱産品 21．プラスチック性部品･加工品、ゴム性部品･加工品 ２．午前・午後の指定あり 　（荷主側が作業） ６．納品場所の整理
７．鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材 22．機械ユニット・半製品 ３．時間指定なし ５．ﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ荷役 ７．ラベル貼り
８．鋼材・建材などの建築･建設用金属製品 23．精密機械・生産用機械・業務用機械 ６．その他
９．壁紙・タイルなど住宅用資材 24．家電・民生用機械

10．金属部品・金属加工品（半製品） 25．完成自動車・オートバイ ※３：手待ち時間の分類

11．ｾﾒﾝﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ製品 26．再生資源・スクラップ Ａ．荷主都合：集荷・配送の際に卸す車両の順番待ちやバース待ち、荷物が整わない
12．ガソリン・軽油など石油石炭製品 27．廃棄物 　ための待ち時間、帰り荷までの待ち時間等、荷主の都合で発生する手待ち時間
13．合成樹脂・塗料など化学性原料 28．宅配便・特積み貨物 Ｂ．ドライバーの自主的な行動：指定時間よりも早めに到着したための待ち時間等
14．医薬品 29．空容器・返回送資材 Ｃ．その他の時間調整等：高速道路の割引時間等に合わせるための調整時間等、
15．その他の化学製品 30．その他 　その他の調整時間

18

荷役の方法

11 2

11

年齢：　３８歳 性別：１．男・２．女 使用車両： １．大型(車両総重量11ｔ以上）・２．中型(車両総重量5ｔ以上11ｔ未満）・３．普通(車両総重量5ｔ未満）・４．トレーラ

トラックドライバー記入用

1 2 2 2 2

2 2，5

1 2 2

⑤

⑥

5

休憩時間

※１：荷役等の作業した荷主毎に上の欄に①からの荷主番号を振り、その荷主の状況を別途下欄に記入して下さい。記載例を参考にして下さい。

荷主番号
荷主名

（具体的な名称を可能な範囲で記入して下さい）
輸送品目

発荷主/着荷主
※発・着両方の場
合、右の設問は

「着」の状況につい
てご記入下さい。

時間指定の
有無

荷役の内容
荷役料金の
収受の有無

荷主あるいは元
請との間での
荷役に対する

書面化等の有無

8 9 10

②

③

3 2

3 1

⑩

1

トラック輸送状況の実態調査票

手待ち時間
※３

（Ａ～Ｃは
中央下の例
を参考にし
て下さい）

Ａ．荷主都合

Ｂ．ドライバーの
　自主的な行動

Ｃ．その他
　時間調整等

0

点検・点呼等

⑦

⑧

⑨

3 2

④

①

荷役時間

上記及び休憩時間以外の
その他付帯作業等

※２
高速道路を利用
した場合、料金

収受の有無

その他付帯作業等の内容
【この設問のみ複数回答可】
（下記の選択肢にない場合は
具体的に記入して下さい）

12 13
始業から終業までの

時間の合計
2419 20 21 22 23

運転時間

一般道路

※２
高速道路

時間
項目

1 2 3 4

厚　生　労　働　省
国　土　交　通　省

始業時間  ９月１４日　 ５ ： ００ 終業時間  ９月１４日　１８ ： ００ 実車距離　　　１４０　　㎞

荷主から無理な指示などになっている理由や背景など、
本件に関するご意見等あれば自由に回答して下さい。

6 7

2，41 2

1714 15 16

2

① ② ③

荷主の具体名が書けない場合は、

「Ａ社物流センター」など仮称でも

結構です。ただし、この７日間の

調査票で、同じ荷主は同じ名称に

統一してご記入下さい。

記入例（日帰り運行）

この番号を記入し忘れないよう

に注意して下さい。

この番号と下欄の表の番号は

一緒になります。

調査１日目の9月14日に始業す

る運行から記入して下さい。

前日（9月13日）から継続する運

行については記入不要です。

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

確認のため、「始業時間」

に、縦に「太い直線」を引

いて下さい。

確認のため、「終業時間」

に、縦に「太い波線」を引

いて下さい。

別紙の「記入方法等について」の

⑤についてもご参照下さい。



【ご記入に当たって】本調査は統計的に処理します。この調査結果の具体的なデータを運輸支局や労働基準監督署による監査等に使用することはありませんので、実態を正確にご記入下さい。

.

１日目： ９月１４日（月） 走行距離　　　６００ ㎞ 集配箇所数　　　　　２ 　カ所

点検等 １ ：００

運転(一般) ２ ：００

運転(高速) ７ ：３０

手待Ａ 1 ：００

手待Ｂ ０ ：３０

手待Ｃ ：

荷　役 １ ：３０

付帯作業 ０ ：３０

休　憩 ２ ：００

拘　束 16 ：００

※１：上記の荷主番号の荷主名をご記入いただき、その荷主の状況をそれぞれ下段の選択肢から番号を１つ選んでご記入下さい。なお、ドライバーご自身でわからない場合は、「運行管理者」や「配車担当者」に確認して、記入して下さい。

○○食品工業□□工場

※上記の荷主が10カ所を超える場合は、予備の調査票を利用して記載して下さい。

１．米・麦・穀物 16．紙・パルプ １．発荷主 １．積込み １．手荷役 １．書面化している １．運賃に含んで収受している １．棚入れ
２．生鮮食品 17．糸・反物などの繊維素材 ２．着荷主 ２．荷卸し ２．ﾊﾟﾚｯﾄ崩し手荷役 ２．口頭で依頼 ２．運賃とは別に実費収受している ２．保管場所までの横持ち運搬
３．加工食品 18．衣服・布団などの繊維製品 ３．発・着両方 ３．積込み･荷卸し両方 ３．ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役 ３．事前連絡なし ３．収受していない ３．資材、廃材等の回収
４．飲料・酒 19．日用品 　（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業） ４．商品仕分け
５．原木・材木等の林産品 20．書籍・印刷物 １．時間指定あり ４．ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役 ５．検品
６．鉱石・砂利・砂・石材等の鉱産品 21．プラスチック性部品･加工品、ゴム性部品･加工品 ２．午前・午後の指定あり 　（荷主側が作業） ６．納品場所の整理
７．鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材 22．機械ユニット・半製品 ３．時間指定なし ５．ﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ荷役 ７．ラベル貼り
８．鋼材・建材などの建築･建設用金属製品 23．精密機械・生産用機械・業務用機械 ６．その他
９．壁紙・タイルなど住宅用資材 24．家電・民生用機械

10．金属部品・金属加工品（半製品） 25．完成自動車・オートバイ ※３：手待ち時間の分類

11．ｾﾒﾝﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ製品 26．再生資源・スクラップ Ａ．荷主都合：集荷・配送の際に卸す車両の順番待ちやバース待ち、荷物が整わない
12．ガソリン・軽油など石油石炭製品 27．廃棄物 　ための待ち時間、帰り荷までの待ち時間等、荷主の都合で発生する手待ち時間
13．合成樹脂・塗料など化学性原料 28．宅配便・特積み貨物 Ｂ．ドライバーの自主的な行動：指定時間よりも早めに到着したための待ち時間等
14．医薬品 29．空容器・返回送資材 Ｃ．その他の時間調整等：高速道路の割引時間等に合わせるための調整時間等、
15．その他の化学製品 30．その他 　その他の調整時間

始業から終業までの
時間の合計

0 2419 20 21 22 231310 11 18176 7 8

トラックドライバー記入用

トラック輸送状況の実態調査票

年齢：　４２歳 性別：１．男・２．女 使用車両： １．大型(車両総重量11ｔ以上）・２．中型(車両総重量5ｔ以上11ｔ未満）・３．普通(車両総重量5ｔ未満）・４．トレーラ

点検・点呼等

運転時間

一般道路

※２
高速道路

5
時間
項目

1 2

休憩時間

※１：荷役等の作業した荷主毎に上の欄に①からの荷主番号を振り、その荷主の状況を別途下欄に記入して下さい。記載例を参考にして下さい。

荷主番号
荷主名

（具体的な名称を可能な範囲で記入して下さい）
輸送品目

発荷主/着荷主
※発・着両方の場
合、右の設問は

「着」の状況につい
てご記入下さい。

時間指定の
有無

荷役の内容 荷役の方法

荷主あるいは元
請との間での
荷役に対する

書面化等の有無

12

⑩

荷主から無理な指示などになっている理由や背景など、
本件に関するご意見等あれば自由に回答して下さい。

⑥

⑦

⑧

⑨

④

⑤

荷役時間

14 15 16

③

②

手待ち時間
※３

（Ａ～Ｃは
中央下の例
を参考にし
て下さい）

Ａ．荷主都合

Ｂ．ドライバーの
　自主的な行動

Ｃ．その他
　時間調整等

9

上記及び休憩時間以外の
その他付帯作業等

3 4

①

厚　生　労　働　省
国　土　交　通　省

始業時間  ９月１４日　１７ ： ３０ 終業時間  ９月１５日　 ９ ： ３０ 実車距離　　　５８０　　㎞

3 1 1 1 3 2 2 1

荷役料金の
収受の有無

※２
高速道路を利用
した場合、料金

収受の有無

その他付帯作業等の内容
【この設問のみ複数回答可】
（下記の選択肢にない場合は
具体的に記入して下さい）

記入例（長距離運行の初日）

①

荷主の具体名が書けない場合は、

「Ａ社物流センター」など仮称でも

結構です。ただし、この７日間の

調査票で、同じ荷主は同じ名称に

統一してご記入下さい。

この番号を記入し忘れないよう

に注意して下さい。

この番号と下欄の表の番号は

一緒になります。

調査１日目の9月14日に始業す

る運行から記入して下さい。

前日（9月13日）から継続する運

行については記入不要です。

翌日にまたがる運行の場合は、

次のページの翌日分の調査票

の「０時」から続きの運行実態

を記入して下さい。

翌日にまたがる運行の場合、ここに

は翌日の分を含んだ運行の合計を

記入するようご注意下さい。

また別紙の「記入方法等について」

の⑤についてもご参照下さい。

翌日にまたがる運行の場合、始業・終業時間、走行距離

等は、翌日を含めて間違わないよう記入するようご注意下

さい。

確認のため、「始業時間」

に、縦に「太い直線」を引

いて下さい。



【ご記入に当たって】本調査は統計的に処理します。この調査結果の具体的なデータを運輸支局や労働基準監督署による監査等に使用することはありませんので、実態を正確にご記入下さい。

.

２日目： ９月１５日（火） 走行距離　　　５８０ ㎞ 集配箇所数　　　　　２ 　カ所

点検等 １ ：００

運転(一般) ３ ：００

運転(高速) ６ ：３０

手待Ａ ０ ：５０

手待Ｂ ０ ：１０

手待Ｃ ０ ：３０

荷　役 １ ：００

付帯作業 ：

休　憩 1 ：００

拘　束 14 ：００

※１：上記の荷主番号の荷主名をご記入いただき、その荷主の状況をそれぞれ下段の選択肢から番号を１つ選んでご記入下さい。なお、ドライバーご自身でわからない場合は、「運行管理者」や「配車担当者」に確認して、記入して下さい。

○○卸売業□□食品物流センター

△△産業◇◇製造工場

※上記の荷主が10カ所を超える場合は、予備の調査票を利用して記載して下さい。

１．米・麦・穀物 16．紙・パルプ １．発荷主 １．積込み １．手荷役 １．書面化している １．運賃に含んで収受している １．棚入れ
２．生鮮食品 17．糸・反物などの繊維素材 ２．着荷主 ２．荷卸し ２．ﾊﾟﾚｯﾄ崩し手荷役 ２．口頭で依頼 ２．運賃とは別に実費収受している ２．保管場所までの横持ち運搬
３．加工食品 18．衣服・布団などの繊維製品 ３．発・着両方 ３．積込み･荷卸し両方 ３．ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役 ３．事前連絡なし ３．収受していない ３．資材、廃材等の回収
４．飲料・酒 19．日用品 　（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業） ４．商品仕分け
５．原木・材木等の林産品 20．書籍・印刷物 １．時間指定あり ４．ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役 ５．検品
６．鉱石・砂利・砂・石材等の鉱産品 21．プラスチック性部品･加工品、ゴム性部品･加工品 ２．午前・午後の指定あり 　（荷主側が作業） ６．納品場所の整理
７．鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材 22．機械ユニット・半製品 ３．時間指定なし ５．ﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ荷役 ７．ラベル貼り
８．鋼材・建材などの建築･建設用金属製品 23．精密機械・生産用機械・業務用機械 ６．その他
９．壁紙・タイルなど住宅用資材 24．家電・民生用機械

10．金属部品・金属加工品（半製品） 25．完成自動車・オートバイ ※３：手待ち時間の分類

11．ｾﾒﾝﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ製品 26．再生資源・スクラップ Ａ．荷主都合：集荷・配送の際に卸す車両の順番待ちやバース待ち、荷物が整わない
12．ガソリン・軽油など石油石炭製品 27．廃棄物 　ための待ち時間、帰り荷までの待ち時間等、荷主の都合で発生する手待ち時間
13．合成樹脂・塗料など化学性原料 28．宅配便・特積み貨物 Ｂ．ドライバーの自主的な行動：指定時間よりも早めに到着したための待ち時間等
14．医薬品 29．空容器・返回送資材 Ｃ．その他の時間調整等：高速道路の割引時間等に合わせるための調整時間等、
15．その他の化学製品 30．その他 　その他の調整時間

トラックドライバー記入用

トラック輸送状況の実態調査票 厚　生　労　働　省
国　土　交　通　省

年齢：　４２歳 性別：１．男・２．女 使用車両： １．大型(車両総重量11ｔ以上）・２．中型(車両総重量5ｔ以上11ｔ未満）・３．普通(車両総重量5ｔ未満）・４．トレーラ

時間
項目

1 2 3 4 11 12

始業時間  ９月１５日　１８ ： ００ 終業時間  ９月１６日　 １０： ００ 実車距離　　　５５０　　㎞

5 6
始業から終業までの

時間の合計
13 14 15 16 17 18

上記及び休憩時間以外の
その他付帯作業等

0 24

点検・点呼等

運転時間

一般道路

※２
高速道路

19 20 21 22 237 8 9 10

手待ち時間
※３

（Ａ～Ｃは
中央下の例
を参考にし
て下さい）

Ａ．荷主都合

Ｂ．ドライバーの
　自主的な行動

Ｃ．その他
　時間調整等

荷役時間

休憩時間

※１：荷役等の作業した荷主毎に上の欄に①からの荷主番号を振り、その荷主の状況を別途下欄に記入して下さい。記載例を参考にして下さい。

荷主番号
荷主名

（具体的な名称を可能な範囲で記入して下さい）
輸送品目

発荷主/着荷主
※発・着両方の場
合、右の設問は

「着」の状況につい
てご記入下さい。

時間指定の
有無

荷役の内容 荷役の方法

荷主あるいは元
請との間での
荷役に対する

書面化等の有無

荷役料金の
収受の有無

※２
高速道路を利用
した場合、料金

収受の有無

その他付帯作業等の内容
【この設問のみ複数回答可】
（下記の選択肢にない場合は
具体的に記入して下さい）

① 3 2 1 2 1 2 1 2，4

② 3 1 1 1 3 2 2 1

③

④

荷主から無理な指示などになっている理由や背景など、
本件に関するご意見等あれば自由に回答して下さい。

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

②①

荷主の具体名が書けない場合は、

「Ａ社物流センター」など仮称でも

結構です。ただし、この７日間の

調査票で、同じ荷主は同じ名称に

統一してご記入下さい。

この番号を記入し忘れないよう

に注意して下さい。

この番号と下欄の表の番号は

一緒になります。

翌日にまたがる運行がある場合、始業・終業時間、走

行距離等は、前日始業の運行と今日始業の運行を含

めて間違わないよう記入するようご注意下さい。

翌日にまたがる運行の場合、ここに

は翌日の分を含んだ運行の合計を

記入するようご注意下さい。

また別紙の「記入方法等について」

の⑤についてもご参照下さい。

翌日にまたがる運行の場合は、こ

の調査票の「０時」から続きの運

行実態を記入して下さい。

前日からまたがる運行の場合は、

ここから続きの運行実態を記入し

て下さい。

確認のため、「始業時間」

に、縦に「太い直線」を引

いて下さい。

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

確認のため、「終業時間」

に、縦に「太い波線」を引

いて下さい。

記入例（長距離運行の翌日）






















































































